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明
治
三
十
六
年

(

一
九
〇
三)

九
月
二
十
八
日
、
徳
富
蘇
峰
は
自
ら
蔵

す
る

『

聯
珠
詩
格』

の

[

江
戸
初]

刊
本
に
識
語
を
附
し
、
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る

(

１)

。

此
書
幼
時
嘗
瞥
讀
焉
。
今
因
得
購
這
冊
子
、
重
寓
目
矣
。
玉
石
混
合
、

雖
極
蕪
雜
、
亦
有
於
他
集
之
中
不
可
得
見
之
好
作
也
。

明
治
三
十
六
九
月
念
八
夕
、
蘇
峯
學
人

蘇
峰
の
言
は
ご
く
短
い
が
、
元
初
通
俗
の
編
著
で
あ
る
本
書
に
つ
い
て
、

近
代
読
書
子
の
平
均
的
な
見
方
を
記
し
た
も
の
と
言
え
る
。
ま
た
蘇
峰
は
、

た
だ
本
書
に
収
め
る
詩
作
の
品
評
の
み
で
な
く
、
編
集
の
在
り
方
に
も
及

ん
で
お
り
、
他
集
と
の
相
補
の
見
地
か
ら
評
価
を
下
し
て
い
る
点
は
、
読

書
家
と
し
て
の
面
目
を
示
し
て
も
い
る
。
そ
し
て
実
際
、
唐
宋
の
文
学
界
、

殊
に
広
く
詩
人
の
簇
生
し
た
南
宋
代
の
様
相
に
つ
き
、
本
書
に
よ
っ
て
そ

の
一
斑
を
窺
い
得
る
こ
と
が
、
中
国
文
学
の
研
究
者
に
再
評
価
さ
れ
、
例

え
ば
吉
川
幸
次
郎
氏
の

『

元
明
詩
概
説』

(

一
九
六
三
、
岩
波
書
店)

に

は
、
本
書
を
一
の
資
料
と
し
て
、
宋
末
元
初
の
市
民
参
加
の
文
学
活
動
や
、

宋
末
の
詩
人
が
元
初
に
置
か
れ
た
情
況
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る

(

２)

。
ま

た
近
年
で
は
、『

全
宋
詩』

の
編
集
を
経
た
中
国
の
研
究
者
の
間
で
、
本

書
が
中
国
に
は
殆
ど
伝
を
絶
っ
て
い
た
事
情
か
ら
、『

全
宋
詩』

を
基
準

と
し
た
場
合
の｢

佚
詩｣

を
多
く
含
む
点
が
、
本
書
へ
の
関
心
を
惹
起
し
、

遂
に
卞
東
波
氏
の
労
作

『

唐
宋
聯
珠
詩
格
校
証』

(

二
〇
〇
七
、
鳳
凰
出

版
社)
が
上
梓
さ
れ
、
懇
切
な
解
題
や
注
釈
と
と
も
に
、
そ
の
本
文
が
広

く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
真
に
意
義
が
大
き
い

(

３)

。
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一
方
、
幕
末
の
文
久
三
年

(

一
八
六
三)

に
生
ま
れ
た
蘇
峰
の
語
に
、

｢
此
書
幼
時
嘗
讀
焉｣

と
あ
っ
た
こ
と
は
、
明
治
以
前
の
日
本
に
於
け
る

『

聯
珠
詩
格』

の
流
布
に
つ
い
て
も
想
起
さ
せ
る
。
日
本
で
は
早
く
か
ら

本
書
が
行
わ
れ
、
南
北
朝
期
以
降
に
受
容
さ
れ
た
が
、
何
と
言
っ
て
も
江

戸
時
代
の
後
葉
に
そ
の
最
盛
期
が
あ
り
、
後
に
見
る
よ
う
に
、
そ
の
契
機

は
近
世
初
の
朝
鮮
本
の
伝
来
に
あ
っ
た
。
近
世
の
情
況
を
、
基
盤
と
な
る

べ
き
版
本
の
概
要
に
即
し
て
見
る
と
、
ま
ず
江
戸
初
期
、
寛
永
年
間

(

一

六
二
四
―
四
四)

前
後
刊
行
の
覆
朝
鮮
版
及
び
、
そ
の
附
訓
翻
刻
版
の
二

種
が
広
く
行
わ
れ
た
。
ま
た
一
段
落
の
後
、
江
戸
後
期
、
文
化
元
年

(

一

八
〇
四)

刊
行
の
大
窪
詩
仏
校
本
と
、
そ
の
後
を
追
っ
た
天
保
二
年

(

一

八
三
一)

刊
行
の
貫
名
海
屋
校
本
の
二
種
が
現
れ
て
、
本
書
の
流
布
本
と

な
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
代
表
的
版
種
の
後
印
本
や
、
追
随
し
た
群
小
の

版
本
が
、
幕
末
明
治
期
ま
で
本
書
の
受
容
を
支
え
た
も
の
と
推
量
さ
れ
る
。

一
旦
は
下
火
と
な
っ
た
本
書
へ
の
受
容
が
改
め
て
高
ま
っ
た
の
は
、
文
壇

に
於
い
て
、
大
窪
詩
仏
の
属
す
る
江
湖
詩
社
を
始
め
、
宋
詩
の
清
新
を
推

奨
す
る
性
霊
派
の
優
勢
と
な
っ
た
こ
と
が
、
一
つ
の
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
基
盤
の
上
に
、
近
世
の
文
化
、
殊
に
詩
や
文
学
全
般
に
及
ぼ
さ

れ
た
影
響
が
著
し
い
こ
と
は
、
日
本
文
学
の
研
究
者
、
注
釈
者
に
よ
っ
て

�々
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

ま
た
本
書
受
容
の
一
環
と
し
て
産
み
出
さ
れ
た
、『

聯
珠
詩
格』

に
基

づ
く
派
生
的
図
書
と
し
て
、
室
町
期
に
仮
名
注
釈
書
の

『

聯
珠
詩
格
抄』

が
あ
り
、
柳
田
征
司
氏
に
よ
っ
て
、
基
礎
的
な
考
証
が
加
え
ら
れ
て
い
る

(『

室
町
時
代
語

資
料
と
し
て
の
抄
物
の
研
究』

〈

一
九
九
八
、
武
蔵
野
書
院〉

第
九
章
第
五

節

｢

洞
門
抄
物

『

聯
珠
詩
格
抄』

に
つ
い
て｣)

。
次
い
で
江
戸
後
期
に
、

倉
敷
の
僧
教
存
の
続
作
で
あ
る

『

続
聯
珠
詩
格』

や
、
阿
部
櫟
齋
の
注
解

『

聯
珠
詩
格
名
物
図
考』

が
あ
り
、
大
窪
詩
仏
と
同
じ
く
江
湖
詩
社
出
身

の
柏
木
如
亭
に
は
、
本
書
に
達
意
の
和
訳
を
附
し
た

『

訳
注
聯
珠
詩
格』

が
あ
っ
て
、
近
代
東
国
語
資
料
と
し
て
も
重
視
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

同
書
に
は
ご
く
最
近
、
揖
斐
高
氏
に
よ
っ
て
校
注
が
施
さ
れ
、
解
題
を
附

し
た
文
庫
版

(

二
〇
〇
八
、
岩
波
書
店)

が
刊
行
さ
れ
て
、
一
層
広
い
読

者
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。

総
じ
て
近
年
は
、
通
俗
の
詩
学
書
と
見
ら
れ
て
い
た
本
集
が
、
学
術
研

究
の
上
か
ら
見
直
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
け
れ
ど
も
、
惜
し
い
こ
と
に
、
本

書
の
版
本
に
関
す
る
研
究
は
殆
ど
進
め
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
幾

つ
か
考
え
ら
れ
る
が
、
一
つ
に
は
、
文
化
元
年
刊
本
に
お
け
る
大
窪
詩
仏

の
校
訂
が
、
佐
藤
一
斎
の
蔵
す
る

｢

元
刻
本｣

以
下
、
八
種
の
本
文
を
校

合
し
た
優
秀
な
も
の
で
、
文
化
刊
本
自
体
が
数
多
く
印
行
さ
れ
た
他
、
長

澤
規
矩
也
氏
に
よ
っ
て
同
本
の
影
印
も
出
版
さ
れ
て
い
る
か
ら

(｢

和
刻
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本
漢
詩
集
成

総
集
編｣

第
九
輯
、
一
九
七
九
、
汲
古
書
院)

、
本
文
の

検
閲
に
あ
ま
り
支
障
が
な
く
、
一
般
に
版
本
の
如
何
が
問
題
と
さ
れ
な
い

か
ら
で
あ
ろ
う
。
明
治
初
年
ま
で
印
出
さ
れ
、
文
化
元
年
刊
本
に
も
増
し

て
よ
く
行
わ
れ
た
天
保
二
年
刊
本
も
、
文
化
刊
本
に
な
い
増
注
を
擁
す
る

上
、
ま
た
独
自
の
校
訂
を
施
し
、
本
文
の
理
解
を
助
け
て
い
る
。
な
お
先

述
の
卞
氏

『

校
証』

は
、
こ
の
天
保
二
年
刊
本
を
主
に
、
文
化
元
年
刊
本

と
対
校
し
、
さ
ら
に
朝
鮮
本
二
種
を
も
参
考
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

措
置
は
、
優
れ
た
流
布
本
を
以
て
主
と
す
る
と
い
う
校
勘
学
上
の
見
識
に

拠
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
結
局
の
所
、
校
訂
の
実
効
性
に
関
し

て
も
大
き
な
問
題
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
校
本
同
士
を
校
合
す
る
と
い
う

方
法
は
、
少
な
く
と
も
校
本
の
来
源
を
こ
そ
明
ら
か
に
す
べ
き
版
本
研
究

の
立
場
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
本
書
の
旧
刊
諸
本
に

対
象
を
定
め
、
流
布
本
の
形
成
に
至
る
道
の
り
に
つ
い
て
、
一
定
の
見
通

し
を
得
る
こ
と
を
目
指
し
、
実
際
の
伝
本
を
整
理
し
て
、
版
種
間
の
相
互

関
係
を
考
え
て
み
た
い
。

な
お
本
書
の
版
本
研
究
は
、
日
本
の
近
世
に
行
わ
れ
た
数
多
く
の
版
本

を
対
象
に
含
め
な
け
れ
ば
、
そ
の
体
を
成
さ
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
伝
来
は

あ
ま
り
に
厖
大
か
つ
広
範
で
あ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
研
究
の
途
上
に
あ
っ

て
、
そ
の
収
束
は
遠
い
将
来
に
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
版
本
の

他
に
存
す
る
伝
写
本
に
関
し
て
は
、
後
に
見
る
よ
う
に
、
本
書
校
訂
に
於

い
て
重
要
な
地
位
を
占
め
る
の
で
あ
る
が
、
写
本
検
討
の
常
と
し
て
、
各

本
の
隈
な
き
比
較
を
要
す
る
上
、
そ
の
作
業
に
先
立
ち
、
影
響
を
持
ち
得

る
版
本
の
定
位
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
こ
で
標
題
の
よ
う
に
範
囲
を
限
定
し
、

暫
時
の
成
稿
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

『

聯
珠
詩
格』

の
原
編
者
で
あ
る
于
済
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
、
本
書
に

よ
っ
て
知
り
得
る
の
み
、
僅
か
に
判
明
す
る
事
柄
を
集
め
る
と
、
于
済
、

字
は
徳
夫
、
黙
斎
と
号
す
。
江
西�
陽
の
人
。
本
書
を
増
編
し
た
蔡
正
孫

の
元
大
徳
四
年

(

一
三
〇
〇)

の
自
序
に

一
日
番
昜
于
黙
齋
逓
所
選
聯
珠
詩
格
之
卷
來
、
書
抵
予
曰

(

中
略)

黙
齋
、
名
濟
、
字�
夫
。
志
於
爲
詩
。
平
山
曾
先
生
序
其
所
謂
拙
藁

者
、
拳�
然
以
高
古
期
之
、
有
不
天
不
止
之
語
。
則
可
以
知
其
學
之

所
向
矣
。
正
孫
於
黙
齋
未
見
顔
色
、
千
里
神
交
、
若
合
符
契
。
今
又

獲
儕
姓
名
於
文
字
間
、
豈
非
幸
歟
。
豈
非
幸
歟
。

と
あ
り
、
詩
話
の
出
版
に
よ
っ
て
広
く
名
を
知
ら
れ
た
蔡
正
孫
に
、
自
ら

編
ん
だ
詩
学
書
を
寄
せ
、
閲
読
を
請
う
て
い
る
。
ま
た
か
つ
て
曽
子
良
の

許
に
詩
稿
を
送
り
、
序
文
を
得
て
も
い
る
ら
し
い
。
曽
子
良
、
字
は
仲
材
。

平
山
と
号
す
。
江
西
金
谿
の
人
、
も
と
同
南
豊
の
族
。
宋
嘉
定
十
七
年
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(
一
二
二
四)

に
生
ま
れ
、
咸
淳
四
年

(

一
二
六
八)

の
進
士
、
広
西
興

安
県
尉
か
ら
浙
江
淳
安
県
令
に
遷
り
、
宋
滅
び
て
仕
え
ず
、
隠
棲
し
て
堂

室
に

｢
節
居｣

と
扁
し
、
道
学
の
講
授
と
詩
作
を
事
と
し
た
。『

周
易
輯

説』
『

咸
淳
類
藁』

等
の
著
作
が
あ
っ
た
と
言
う
が
、
伝
わ
ら
な
い
。
于

済
と
同
じ
江
西
の
出
身
で
、
宋
の
遺
民
と
し
て
令
名
が
高
か
っ
た

(

４)

。

于
済
の
著
作
を
増
編
し
、
現
在
の
形
と
し
た
の
は
、
一
書
の
検
閲
を
請

わ
れ
た
蔡
正
孫
で
あ
る
。
蔡
正
孫
、
字
は
粹
然
、
蒙
斎
、
ま
た
野
逸
叟
と

号
す
。
福
建
建
安
の
人
。
著
作
に

『
精
選
古
今
名
賢
叢
話
詩
林
広
記』

『

精
刊
補
注
東
坡
和
陶
詩
話』

を
存
す

(

５)
。
そ
の
履
歴
も
ま
た
明
ら
か
で
な

い
が
、
本
書
中
、
自
詠
に
附
し
て
若
干
の
言
及
が
あ
り
、
そ
れ
を
ま
と
め

る
と
以
下
の
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
ず
巻
十
五

｢
客
程
尋
詩｣

自
注
に

僕
己
未
年
二
十
有
一
、
侍
先
君
入
杭
京
監
試
。
一
路
抄
詩
、
午
炊
於

仙
霞
嶺
、
邸
壁
題
此
絶
。
轉
盻
四
十
二
年
矣
。
擧
筆
惘
然
。

と
あ
る
か
ら
、
蔡
氏
は
宋
嘉
煕
三
年

(

一
二
三
九)

の
生
ま
れ
、
開
慶
元

年(

一
二
五
九)

己
未
、
二
十
一
歳
で
父
に
侍
し
て
入
京
し
た
。
そ
の
後
、

監
生
と
し
て
杭
州
に
滞
在(

巻
十｢

西
湖
晩
景｣

、
巻
十
二｢

還
自
京
庠｣

、

同

｢

星
夕
會
友｣)

、
挙
業
を
遂
げ
る
前
に
元
軍
の
入
城
、
杭
州
の
陥
落
が

あ
り
、
徳
祐
二
年

(

一
二
七
六)

丙
子
、
兵
後
に
帰
郷
し
た

(

巻
二

｢

凭

闌｣)

。
郷
里
で
は
風
流
韻
事
に
耽
り
、
詩
話
の
集
録
と
刊
行
に
勤
め
た
よ

う
で
あ
る
が
、
こ
の
間
の
事
情
は

『

詩
林
広
記』

の
自
序
に

｢

正
孫
自
變

亂
熏
灼
之
後
、
棄
去
擧
子
習
、
因
得
以
肆
意
於
諸
家
之
詩｣

と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
蔡
氏
は

『

宋
元
学
案』

巻
八
十
四
に
よ
る
と
、
宋
の
遺
民
と
し

て
生
涯
を
貫
い
た
畳
山
先
生
謝
枋
得
の
門
人
と
あ
り
、
謝
氏
の
作
や
詩
話

は
本
書
に
頻
出
す
る
。
さ
ら
に
同
門
の
魏
梅
墅

(

名
天
応
。『

詩
人
玉
屑』

の
編
者
魏
菊
荘
、
名
慶
之
の
息)

、
王
道
可

(

名
淵
済
、
本
書
に
序
を
寄

せ
る)

と
の
詩
の
応
酬
等
、
蔡
氏
交
友
の
様
子
も
散
見
さ
れ

(

６)

、
本
書
に
は

蔡
氏
別
集
の
如
き
内
容
を
呈
す
る
所
も
あ
る
。
こ
う
し
て
建
安
に
於
け
る

元
初
の
四
半
世
紀
を
過
ご
し
、
大
徳
四
年

(

一
三
〇
〇)

、
六
十
二
歳
の

年
に
至
り
、
本
書
増
編
の
機
に
際
会
し
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
于
済
が
蔡
正
孫
に
送
っ
た
編
著
は
、
蔡
序
に
は

｢

聯
珠
詩
格｣

と
あ
る
が
、
同
じ
く
本
書
に
冠
す
る
王
淵
済
の
序
に
は｢

詩
格
三
卷｣

と
、

ま
た
于
氏
の
自
序
に
編
集
の
動
機
を
述
べ

蓋
嘗
病
時
人
采
詩
混
雜
無
統
、
觀
者
不
識
其
有
格
。
暇
日
拈
出
絶
句

中
字
眼
合
格
者
、
類
聚
羣
分
之
。
綱
擧
目
張
、
有
條
不
紊
。
書
成
、

以
所
集
三
卷
質
之
蒙
齋
翁
。
翁
是
之
、
乃
復
益
其
所
未
備
者
而
備
焉
。

且
命
其
子
彌
高
傳
諸
梓
、
錫
之
以
連
珠
之
嘉
名
。

と
あ
る
か
ら
、
于
氏
編
集
の
当
初
は
、
た
だ

｢

詩
格｣

と
題
す
る
三
巻
の

書
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
要
語
を
以
て
類
選
し
た
絶
句
の
総
集
で
あ
っ
た
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こ
と
が
わ
か
る
。
蔡
正
孫
は
、
こ
れ
を
新
奇
と
し
な
が
ら
、｢

然
猶
惜
其

雜
而
未
倫
、
畧
而
未
詳
也｣

と
観
じ

於
是
逆
其
志
而
博
采
焉
、
故
凡
詩
家
之
一
字
一
意
、
可
以
入
格
者
、

靡
不
具
載
。
擇
其
尤
者
、
凡
三
百
類
千
有
餘
篇
、
附
以
評
釋
、�
爲

二
十
卷
。
壽
諸
梓
、
與
鯉
庭
學
詩
者
共
之
。

と

(

蔡
序)

、
全
面
的
な
増
編
を
施
し
、
新
た
に
批
注
を
加
え
、
二
十
巻

の
規
模
に
再
編
成
し
た
の
で
あ
る
。
蔡
氏
は
こ
れ
に

｢

聯
珠
詩
格｣

の
題

目
を
附
し
、
子
の
彌
高
に
命
じ
て
刊
行
し
た
。
先
に
引
い
た｢

客
程
尋
詩｣

自
注
に

｢

己
未｣

(

一
二
五
九)

以
来

｢
轉
盻
四
十
二
年｣

と
あ
っ
た
か

ら
、
大
徳
四
年

(

一
三
〇
〇)

、
本
文
成
る
と
す
ぐ
に
序
が
書
か
れ
、
梓

に
附
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
こ
の
大
徳
年
間
の
初
刻
本
は
伝
存
せ
ず
、

後
出
の
諸
本
に
よ
っ
て
窺
う
他
に
、
詳
細
を
知
る
術
が
な
い
。

本
書
の
旧
刊
諸
本
に
つ
い
て
述
べ
る
に
先
立
ち
、
元
刊
本
に
つ
い
て
附

言
し
た
い
。
現
在

『

聯
珠
詩
格』

の
初
刻
本
や
、
元
刊
本
を
始
め
中
国
で

刊
行
さ
れ
た
版
本
は
全
く
存
せ
ず
、
本
書
原
貌
の
理
解
を
妨
げ
て
い
る
が
、

か
つ
て
日
本
に
元
刊
本
の
伝
来
し
て
い
た
一
、
二
の
証
跡
が
あ
る
。
そ
の

一
は
、
日
本
の
文
化
元
年
に
刊
行
さ
れ
た
本
書
の
大
窪
詩
仏

(

天
民)

校

訂
本
に
、
山
本
北
山
が
序
を
附
し
て

天
民
乃�
愛
日
樓
所
藏
元
刻
本
、
緑
陰
茶
寮
朝
鮮
本
、
平
安
翻
刻
元

版
本
、
朝
鮮
版
翻
刻
本
、
活
字
本
、
正�
本
、
巾
箱
本
、
別
版
巾
箱

本
及
唐
宋
詩
人
本
集
、
總
集
、
選
集
、
別
集
數
百
部
、
彼
此
較
讐

(

７)

。

と
校
訂
の
様
子
を
述
べ
る
中
で
、
愛
日
楼
佐
藤
一
斎
収
蔵
の
元
刻
本
に
触

れ
て
い
る
こ
と
で
、
一
斎
自
身
も
序
を
寄
せ

｢

余
藏
元
槧
一
部
、
有
評
釋

無�
註
、
蓋
當
時
原
本｣

と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
該
本
の

行
方
は
知
れ
ず
、
ま
た
文
化
刊
本
の
本
文
は
、
校
合
に
よ
り
却
っ
て
原
貌

を
失
っ
て
い
る
恐
れ
が
あ
り
、
確
か
な
所
で
は
欄
上
の
校
注
に
そ
の
片
鱗

を
窺
わ
せ
る
の
み
、
一
斎
旧
蔵
本
の
出
現
が
強
く
望
ま
れ
る
。

そ
れ
と
は
別
に
、
本
邦
旧
鈔
本
を
閲
す
る
と
、
そ
の
多
く
は
後
出
の

[

南
北
朝]

刊
本
の
伝
写
と
見
ら
れ
る
が
、
同
本
は
刊
語
等
の
明
徴
を
持

た
な
い
た
め
、
或
い
は
そ
の
原
拠
と
な
っ
た
本
文
に
基
づ
く
伝
写
本
が
含

ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
慶
應
義
塾
図
書
館
に
蔵
す
る

文
安
元
年

(

一
四
四
四)

書
写
の
一
本
は
、
巻
一
至
四
を
存
す
る
の
み
の

残
本
な
が
ら
、
そ
の
劈
頭
に
、
他
本
に
は
見
出
さ
れ
な
い
所
の
、
次
の
序

を
冠
し
て
い
る
。
今
参
考
の
た
め
に
全
文
を
翻
印
す
る
。

詩
莫
難
於
唐
律
、
而
尤
難
於
絶
句
。
以
其
語
簡
、
而
字
面
句
法
之
難

工
也
。
良
冶
鑄
器
必
有
模
、
騒
人�
詩
必
有
格
。�
也
者
、
其
字
面

句
法
之
有
定
式
歟
。
前
賢
之
一
篇
一
句
、
皆
有
格
法
。
但
無
人
拈
出
、
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讀
者
皆
草�
不
知
之
、
爲
可
格
可
法
也
。
番
昜
于
黙
齋
所
編
連
珠
詩

格
、
非
惟
拈
出
之
句
法
、
且
旁
搜
博
採
、
一
格
有
數
篇
。
同
一
機
軸

者
、
羣
分
類
聚
、
列
爲
二
十
卷
。
其
用
巧
可
謂
勞
矣
。
其
教
人
可
謂

忠
矣
。
夫
絶
句
格
法
、
可
謂
大
備
而
無
遺
矣
。
得
於
驪
龍
頷
下
者
、

��
相
貫
。
名
曰
聯
珠
詩
格
、
不
亦�
乎
。
學
詩
者
得
此
、
便
可
按

圖
索
驥
、
依
之
様
葫
蘆
、
復
熟
之
後
、
走
盤
圓
活
、
機
轉
無
窮
。
豈

惟
絶
句
合
格
。
推
之
於
長
編
、
唐
律
觸
類
而
長
、
皆
自
此
格
中
充
廣

之
耳
。
所
謂
難
者
奚
夫
難
。
板
而
行
之
、
以
廣
其
傳
、
賞
音
者
必
衆

矣
。
皇
慶
癸
丑
小
春
朔
、
建
江
應
元
體
仁
叟
、
書
于
秋
嵒
吟
隱
。

皇
慶
癸
丑
は
二
年(

一
三
一
三)

。
江
応
元
の
閲
歴
は
不
明
、
本
序
に
よ
っ

て
そ
の
貫
籍
と
号
を
知
り
得
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
序
は
明
ら
か
に

『

聯

珠
詩
格』

の
刊
行
に
際
し
て
書
か
れ
た
と
推
さ
れ
る
が
、
そ
の
年
次
は
、

大
徳
四
年

(

一
三
〇
〇)

頃
の
初
刻
か
ら
十
餘
年
を
隔
て
、
重
刻
に
臨
ん

で
附
さ
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
も
初
版
後
印
時
の
粉
飾
と
見
ら

れ
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
そ
の
本
文
用
字
を
検
す
る
と
、
伝
写
に
よ
る
過

誤
を
見
込
ん
で
も
な
お
、
他
本
と
は
異
な
る
点
が
あ
っ
て
、
や
は
り
ま
た

一
版
の
流
通
を
徴
証
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
旧

版
の
伝
存
が
不
十
分
な
点
を
補
う
た
め
に
、
で
き
る
だ
け
当
該
の
文
安
元

年
写
本
を
加
え
て
校
合
を
加
え
、
そ
の
関
係
を
考
え
る
た
め
の
一
助
と
し

た
い
。
該
本
伝
存
の
概
況
は
以
下
の
通
り
で
あ
る

(

図
版
一)

。

〈

慶
應
義
塾
図
書
館

一
一
〇
Ｘ
・
三
二
〇
・
一〉

一
冊

精
選
唐
宋
千
家
聯
珠
詩
格[

二
十]

巻

存
巻
一
至
四

元
于
濟
編

蔡
正
孫[

増]

編[

並
批
注]

文
安
元

(

嘉
吉
四)

年

(

一
四
四
四)

写

伝
写
元
刊
本

渋
引
表
紙

(

二
二
・
六
×
一
五
・
二
糎)

左
肩
打
付
に
本
文
別
筆
に
て

｢

聯
珠
詩
格

〈

首
巻〉｣

と
、
右
肩
に

｢

盈｣

と
墨
書
す
。
右
肩
小
簽
剥
落

痕
、
墨
書
下
に
旧
筆
不
明
朱
書
。
押
し
八
双
あ
り
。
改
糸
、
袋
綴
。
本
文

斐
楮
交
漉
紙
。
見
返
し
後
補
。
首
に｢

精
選
唐
宋
千
家
聯
珠
詩
格
巻
之
一｣

と
題
し
、
行
を
接
し
て
前
引
の
江
序

(

一
張)

。
紙
葉
を
改
め

｢

精
選
唐

宋
千
家
聯
珠
詩
格
巻
之
一
／

(

低
三
格

)�
番
昜
黙
齋
于

齋

(

マ
ヽ)

徳
夫
／
建
安

蒙
齋
蔡

〈

正
孫〉

粹
然�
編
集
／

四
句
全
對
格
／

(

低
三
格

)

漫
興

(

隔
七
格

)

杜
工
部｣

、
次
行
よ
り
本
文
。
行
間
批
注

(

小字)

。
毎
聯
改
行
。

巻
之
一

(

八
張)

四
句
全
對
格

―
起
聯
物
喩
物
對
格

巻
之
二

(

九
張)

後
聯
對
句
格

―
後
二
句
疊
字
相
貫
格

巻
之
三

(

一
〇
張)

第
一
句
疊
字
格
―
第
四
句
貫
頭
兩
句
格

巻
之
四

(

一
二
張)

用
只
今
字
格

―
用
如
何
字
又
格

字
面
高
約
一
八
・
四
糎
、
有
界
、
毎
半
葉
九
行
、
行
十
六
字
格
。
一
筆
。
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毎
葉
半
折
部
中
段
に

｢

詩
格
幾｣

と
題
し
張
数
を
存
す
。
尾
題

｢

精
選
唐

宋
千
家
聯
珠
詩
格
巻
之
一｣

｢

精
刊
唐
宋
千
家
連
珠
詩
格
巻
之
二

(

三)｣

｢

精
編
唐
宋
千
家
聯
珠
詩
選
巻
之
四｣

。

本
文
同
手
の
墨
筆
に
て
返
点
、
連
合
符
、
送
仮
名
、
朱
筆
に
て
平
声
点
書

入
、
別
手
墨
筆
に
て
音
訓
送
仮
名
、
行
間
補
注
書
入
あ
り
。
毎
巻
尾
題
後

接
行
、
低
二
格
に
て

(
巻
一)

｢�
嘉
吉
四
年

〈

甲
／
子〉

沽
洗
廿
七
日

巳
刻
書
之
了｣

、(

巻
二)

｢�
文
安
元
年

〈

甲
／
子〉

首
夏
初
八
日
書
之

了｣

、(

巻
三)

｢�
文
安
元
年

〈
甲
／
子〉

夏
十
日
未
刻
冩
之
了｣

、(

巻

四)
｢�

文
安
元
年

〈

甲
／
子〉

孟
夏
十
三
日
辰
刻
書
之
了｣

墨
識
を
存

す
。
末
尾
後
見
返
し
に
後
筆
に
て

｢

自
文
安
甲
子
年
至
文
化
甲
子
年
／

(

低格)

通
計
三
百
六
十
一
年｣

墨
識
あ
り
。
嘉
吉
四
年
は
二
月
五
日
に
文

安
と
改
元
し
た
。

本
稿
で
は
現
存
す
る

『

聯
珠
詩
格』

の
旧
刊
諸
本
を
対
象
と
し
、
そ
の

版
本
を
検
討
す
る
。
取
り
上
げ
る
版
種
を
先
に
掲
げ
る
と

[

南
北
朝]

刊
本

朝
鮮
刊

(

甲
寅
字)

単
注
本

朝
鮮
刊

覆
朝
鮮
甲
寅
字
単
注
本

朝
鮮
刊

(

甲
寅
字)

増
注
本

朝
鮮
明
弘
治
十
五
年

(

一
五
〇
二)

跋
刊

覆
朝
鮮
甲
寅
字
増
注
本

[

江
戸
初]

刊

覆
朝
鮮
甲
寅
字
増
注
本

朝
鮮
刊

(

甲
辰
字)

本

概
そ
十
四
か
ら
十
七
世
紀
の
間
に
行
わ
れ
た
和
版
二
種
、
韓
版
五
種
の
計

七
種
を
取
り
上
げ
、
版
種
間
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
日
本
に
於
け
る
本

書
流
布
本
の
形
成
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い
。

精
選
唐
宋
千
家
聯
珠
詩
格
二
十
巻

元
于
濟
編

蔡
正
孫[

増]

編[

並
批
注]

[

南
北
朝]

刊

先
ず
蔡
正
孫
序

(

第
一
至
六
張)

、
首
よ
り
本
文

｢(

上
略)

一
／
日
番
昜

于
黙
齋
逓
所
／
選
聯
珠
詩
格
之
巻
来
／
書
抵
予
曰
此
為
童
習
〃
‖

者
設
也

(

中
略)

噫
吾
老
矣
且
願
学
〃
‖

焉
豈
特
桐
子
云
乎
哉
／
閲
之
終
編
諷
詠
數

四
／
得
以
見
其
用
功
之
勞
／
而
用
心
之
仁
也
然
猶
〃
‖

惜
其
雜
而
未
倫
略
而

／
未
詳
也
於
是
逆
其
志
／
而
博
采
焉
故
凡
詩
家
／
之
一
字
一
意
可
以
入
〃
‖

格
者
靡
不
具
載
擇
其
／
尤
者
凡
三
百
類
千
有
／
餘�
附
以
評
釋
増
為
／
二

十
巻
壽
諸
梓
與
鯉
〃
‖

庭
学
詩
者
共
之

(

中
略)�
／
庚
子
春
三
月
蒙
齋
野

／
逸
叟
蔡

〈
正
孫〉

粹
然
書
于
〃
‖

方
寸
地

(

行書)｣

次
行
鼎
形
陽
刻

｢

蒙
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(
卦爻)

／
齋｣

、
双
辺
方
形
陽
〃
‖

｢

地

(

楷書)｣

印
記�
刻
。
無
界
、
四
行
八

字

(
図
版
二)

。

庚
子
は
元
大
徳
四
年

(

一
三
〇
〇)

。
方
寸
地
は
蔡
氏
の
書
斎
を
指
し
、

本
文
中
に
も�々
言
及
さ
れ
る
。

次
で
王
淵
済
序

(
第
七
至
十
張)

、
首
よ
り
本
文

｢(

上
略)

一
／
日
留
方

寸
地
適
有
携
江
／
左�
齋
于
君
之
緘
成
／
以
詩
格
三
巻
與
偕
披
而
〃
‖

視

之
立
意
甚
新
但
惜
其
／
擇
未
精
採
未
廣
耳

翁
／
慨
然
欲
成
其
美
於
是
旁

／
披
博
採
増
為
二
十
巻

(

中
略)
命
其
子
／
彌
高
鳩
工
而
壽
諸
梓
欲
／
以

公
天
下
之
斯
文
也
刻
／
成
翁
不
自
以
為
功
乃
大
〃
‖

書

于
君
姓
名
冠
之
篇

／
端
而
自
附
於
其
後

(

中
略)

大
徳
己
〃
‖

亥
花
朝
玉
淵
王

〈

淵
濟〉

道
／

可
敬
書
于
龍
湖
書
堂

(

行書)｣

。
無
界
、
五
行
九
字
。

大
徳
己
亥
は
三
年
。
王
淵
済
、
字
は
道
可
。『

宋
元
学
案』

に
拠
る
と
、

蔡
正
孫
と
同
じ
く
謝
枋
得
の
門
人
で
あ
り
、
本
書
中
に
そ
の
詩
数
篇
を
収

め
、
最
末
篇
等
に
附
し
て
そ
の
言
を
録
し
て
い
る
。
な
お
本
序
中

｢
道
／

可｣

の
文
字
を
、
後
出
の
朝
鮮
諸
本
で
は

｢

道
了｣

に
作
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
行
書
体
の
翻
印
の
誤
り
と
思
わ
れ
、
該
本
序
文
の
写
刻
の
様
が
、

幾
分
か
元
刊
本
の
原
貌
を
止
め
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

次
で
于
済
序

(

第
十
一
至
十
三
張)

、
首
よ
り
本
文

｢(

上
略)

暇
／
日
拈

出
絶
句
中
字
眼
〃
‖

合
格
者
類
聚
而
羣
分
／
之
綱
挙
目
張
有
条
不
／
紊
書
成

以
所
集
三
巻
／
質
之
蒙
齋
翁

翁
是
／
之
乃
復
益
其
所
未
備
〃
‖

者
而
備
焉

且
命
其
子
／
彌
高
傳
諸
梓
錫
之
以
／
連
珠
之
嘉
名

(

中
略)

徳
酉
／
孟
商

番
易

(

マ
ヽ)

黙
齊

(

マ
ヽ)

于
濟
〃
‖

徳
夫
序

(

楷行)｣

、
隔
一
行
低
一
格
に
鼎
形
陽
刻

｢�
／

齋｣

、
双
辺
方
形
陽
刻

｢

番
昜
／
于
氏

(

楷書)｣

印
記�
刻
。
無
界
、
五
行

八
字
。

次
で
総
目(

一
四
張)

、
首
題｢

精
刋
唐
宋
千
家
聯
珠
詩
格�
目
／(

低
三
格

)

�
番
昜
黙
齋
于
濟
徳
夫
／
建
安
蒙
齋
蔡
正
孫
粹
然�

編
集

(

大字)｣

、
次

行
花
口
魚
尾
圏
発
下
に
二
格
を
低
し
巻
数
、
次
行
よ
り
二
、
九
格
を
低
し

編
目
を
標
す
。
巻
之
二
十

｢

用
後
身
字｣

に
至
る
。
毎
半
張
七
行
、
行
十

六
字
格
。
尾
題

｢

精
選
唐
宋
千
家
聯
珠
詩
格�
目

(

大字)｣

。

巻
首
題

｢

精
選
唐
宋
千
家
聯
珠
詩
格
巻
之
一

(

至
二
十)

／

(

低
三
格

)�

番

昜
黙
齋
于

濟
徳
夫
／
建
安
蒙
齋
蔡〈

正
孫〉

粹
然�

編
集(

大字)

／
〃
〃

四
句
全
對
格

(

墨
囲
陰
刻)

／

○
漫
興

(

隔
四
格

)

杜
工
部｣

、
次
で
細
行
に

批
注

(

小字)

、
行
を
接
し
本
文
起
承
句
、
次
で
又
細
行
に
批
注

(

同)

、
行

を
接
し
本
文
転
結
句
。
巻
之
四

｢

用
只
今
字
格｣

以
下
、
編
目
に
標
出
の

文
字
は
陰
刻
或
は
墨
囲
陰
刻
。
傍
点
、
傍
圏
附
刻
。
毎
聯
改
行
、
毎
編
に

四
篇

(
毎
巻
首
尾
編
の
み
三
篇)

を
存
し
改
張

(

図
版
三)

。
巻
四
至
十

六
、
十
八
、
二
十
首
題

｢

精
刋
唐
宋
千
家
聯
珠
詩
格｣

。

巻
之
一

(
一
〇
張)

四
句
全
對
格

―
起
聯
物
喩
物
對
格
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巻
之
二

(

一
二
張)

後
聯
對
句
格

―
後
二
句
疊
字
相
貫
格

巻
之
三

(

一
三
張)

第
一
句
疊
字
格
―
第
四
句
貫
頭
兩
句
格

巻
之
四

(

一
七
張)

用
只
今
字
格

―
用
如
何
字
又
格

巻
之
五

(
一
七
張)

用
今
日
字
格

―
用
近
来
字
又
格

巻
之
六

(
一
七
張)

用
須
臾
字
格

―
用
逢
人
字
格

巻
之
七

(

一
八
張)
用
自
字
格

―
用
無
情
字
格

巻
之
八

(

一
七
張)
用
無
消
息
字
格
―
用
不
作
字
格

巻
之
九

(

一
五
張)

用
引
得
字
格

―
用
不
信
字
格

巻
之
十

(

一
九
張)

用
聞
説
字
格

―
用
偸
字
格

巻
之
十
一

(

一
八
張)

用
從
今
字
格

―
用
何
処
字
又
格

巻
之
十
二

(

二
一
張)

用
可
是
字
格

―
用
不
然
字
格

巻
之
十
三

(

一
七
張)

用
只
合
字
格

―
用
不
見
字
格

巻
之
十
四

(

一
七
張)

用
見
字
格

―
用
人
不
到
字
格

巻
之
十
五

(

一
五
張)

用
直
字
格

―
用
看
字
格

巻
之
十
六

(

一
七
張)

用
吟
字
格

―
用
誤
字
格

巻
之
十
七

(

二
二
張)

用
留
得
字
格

―
用
不
用
字
又
格

巻
之
十
八

(

一
四
張)

用
分
付
字
格

―
用
辜
負
字
格

巻
之
十
九

(

二
〇
張)

用
兩
自
字
格

―
用
枉
字
格

巻
之
二
十

(

一
四
張)

用
至
今
字
格

―
用
後
身
字
格

左
右
双
辺(

一
七
・
一
×
一
二
・
〇
糎)

有
界
、
毎
張
前
半
七
行
細
四
行
、

後
半
六
行
細
四
行
、
行
十
五
字
格
。
楷
行
写
刻
体
。
版
心
中
黒
口
、
双
線

黒
魚
尾

(

対向)

間
題

｢

幾
巻

(

寺
朱
幾
フ)｣

、
張
数
。
巻
十
三
第
十
七
張

(

尾)

中
縫
部

｢

自
八
至
此
巻�
海
書｣

記
あ
り
。
原
板
一
面
三
張
。
巻

尾
題

｢

精
選

(

刋)

唐
宋
千
家
連

(

聯)

珠
詩
格
巻
之
幾｣

｢

精
編
唐
宋

千
家
聯
珠
詩
選
巻
之
四｣

｢

精
選
唐
宋
千
家
詩
海
聯
珠
巻
之
十
六｣

｢

精
刋

古
今
名
賢
連
珠
詩
選
巻
之
十
八｣

｢

唐
宋
千
家
聯
珠
詩
格
巻
之
十
九｣

等
。

本
版
は
、
そ
の
原
序
を
見
る
と
、
元
大
徳
四
年

(

一
三
〇
〇)

頃
、
蔡

正
孫
の
嗣
弥
高
が
刊
刻
し
た
版
本
に
基
づ
く
翻
版
と
思
わ
れ
る
が
、
元
刊

本
を
見
出
し
得
な
い
今
日
か
ら
は
、
そ
の
関
係
の
如
何
を
知
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
た
だ
本
版
の
様
式
を
見
る
と
、
行
款
の
定
ま
っ
た
一
般
の
版
本

に
比
べ
、
張
子
の
前
後
で
行
数
を
変
え
る
等
、
例
を
異
に
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
、
毎
編
中
の
詩
篇
の
数
を
等
し
く
す
る
と
い
う
堅
固
な
編
集
方
針

に
従
い
、
版
式
を
本
文
に
適
合
さ
せ
た
結
果
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
本
書
で

は
、｢

四
句
全
對
格｣

等
の
黒
牌
に
よ
る
標
目
の
下
、
特
定
の
字
句
を
用

い
た
七
言
絶
句
数
篇
を
録
す
る
が
、
そ
の
数
は
原
則
と
し
て
四
首
、
毎
巻

首
尾
の
編
の
み
は
三
首
を
収
め
る
が
、
こ
れ
は
題
目
の
分
を
減
じ
た
ま
で
、

こ
の
一
編
四
首
を
一
張
に
配
す
る
形
を
以
て
貫
か
れ
て
い
る
。
ま
た
本
書

の
編
目
を
通
覧
す
る
と
、｢

用
莫
字
格｣

の
次
に

｢

用
莫
字
又
格｣

等
と
、
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�々
｢

又
格｣

と
称
し
同
趣
の
編
集
を
再
続
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
あ

る
編
目
の
下
に
録
す
べ
き
詩
篇
の
数
が
多
い
場
合
、
一
編
四
首
の
原
則
を

崩
さ
ず
、
そ
の
形
式
を
保
ち
な
が
ら
篇
数
を
増
し
、
事
実
上
そ
の
編
を
延

伸
し
た
形
で
あ
っ
て
、
毎
編
の
末
尾
に
は
多
く
蔡
正
孫
の
自
作
を
配
し
、

一
編
の
篇
数
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
見
て
も
、
増
編
時
の
処
置
を
反
映

し
た
構
成
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
逆
に
、
本
書
の
編
集
が
、
特
殊

か
つ
一
定
の
版
式
に
合
わ
せ
る
意
図
の
下
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
そ
の
本
文
が
版
本
の
様
式
に
規
定
さ
れ
る
と
い
う
性
質
は
、
蔡
氏
批

注
に
も
顕
れ
て
お
り
、
本
書
で
は
通
例
、
収
録
の
字
句
に
寸
評
を
加
え
、

作
詩
上
の
意
図
を
解
説
す
る
工
夫
を
施
し
、
こ
れ
ら
は
、
前
後
二
行
に
配

さ
れ
た
詩
篇
行
間
の
細
行
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
細
行
に
詩
作
の
契
機
や

字
句
の
典
拠
を
詳
述
す
る
際
に
は
、
十
分
な
餘
地
を
得
ら
れ
な
い
た
め
、

批
評
の
文
字
を
加
え
る
こ
と
を
止
め
て
い
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
本
版

は
、
編
刊
一
体
と
な
っ
た
原
刻
の
様
式
を
伝
え
て
い
る
も
の
と
推
量
さ
れ

る
。
こ
の
点
は
、
以
下
の
よ
う
に
本
文
の
上
か
ら
も
追
証
さ
れ
る
。

該
版
の
本
文
を
、
先
述
の
、
文
安
元
年
の
書
写
に
係
る
元
刊
本
伝
写
本

(

以
下

｢

文
本｣

と
称
す)

に
比
較
す
る
と
、
該
本
の
巻
一
第
一
張
後
半

第
八
行

(

以
下

｢

一
―
一
後
八｣

等
と
表
記
、
行
数
は
細
行
も
本
行
と
同

等
に
数
え
る)

の
蘇
東
坡

｢

溪
陰
堂｣

詩
の
承
句

(

便
宜
上
、
作
者
名
は

表
記
に
従
い
、
各
句
の
位
置
は
起
承
転
結
を
以
て
示
す)

｢

緑
槐
高
處
一

蝉
鳴｣

を
、
文
本
に

｢

一
蝉
吟｣

に
作
る
が
、
こ
れ
は
蘇
軾
の
本
集
や
踏

韻

(

侵
韻)

を
見
て
も
文
本
が
正
し
く
、
二
―
二
後
九
・(

蔡)

蒙
斎

｢

梅
花｣

結
句
注

｢

司
馬
公
賛
云
、
深
衣
大
布｣

は
、
文
本
に
見
え
る

｢

深
布
大
帶｣

の
形
を
誤
り
、
二
―
六
後
十
・
葉
苔
磯

｢

西
湖
値
雨｣

結

句

｢

變
作
元
暉
水
黒
圖｣

は
、
文
本
の

｢

水
墨
圖｣

を
誤
り
、
二
―
八
後

二
・
李
宗
易

｢

静
居｣

前
聯
批

｢

為
一
身
之
主｣

は
、｢

心
為
一
身
之
主｣

の
首
字
を
欠
き
、
三
―
二
前
十
・
竇
鞏

｢

別
墅
寄
兄｣

後
聯
批

｢

可
見
得

而
山
之
楽｣

は

｢

西
山
之
楽｣

を
誤
り
、
三
―
四
前
二
・
韓�
詩
題
目

｢

元
溪
道
中｣

は

｢

尤
溪｣

を
誤
り

(

８)

、
四
―
二
前
六
・
杜
牧
之

｢

悵
別｣

転
句

｢

如
今
風
擺
花
狼
籍｣

は

｢

花
狼
藉｣

を
誤
る

(

９)

等
、
誤
っ
て
刻
し
た

文
字
が
か
な
り
多
い
。
こ
の
中
に
は
該
本
翻
刻
時
の
過
誤
も
含
ま
れ
る
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
一
―
五
後
十
・
林
鴻

｢

泊
湧
金
門｣

転
句

｢

此
景
此
詩

描
不
盡｣

は
恐
ら
く

｢

此
景
此
時｣

の
誤
り
、
三
―
五
前
八
・(

黄)

山

谷

｢

示
姪｣

注

｢

山
谷
姪
相
、
字
惟
深
、
小
字
韓
十
。
知
命
第
二
子
。
時

相
隨
知
命
舟
行｣

の

｢

相｣

は
、
両
者
と
も

｢�｣
が
正
し
く

(�)

、
三
―
五

後
一

｢
贐
別｣

篇
の
題
下
に
作
者
鄭
谷
の
名
を
欠
き
、
三
―
十
二
前
三
・

賈
公�｢
諷
蔡
文
忠｣

篇
注

｢

日
飲
醇
酣｣

は

｢

醇
酎｣

の
、
四
―
二
前

三
・
杜
牧
之｢
悵
別｣

篇
注｢

愛
而
約
之
以
卜
年｣

は｢

十
年｣

の
、
四
―
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七
後
九
・
趙
小
山

｢

餞
別｣

後
聯
批

｢

惜
別
可
寧｣

は

｢

丁
寧｣

の
誤
り

と
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
箇
所
は
み
な
、
文
本
も
同
様
に
誤
っ
て
お
り
、

該
本
は
文
本
と
同
系
で
あ
る
一
方
、
底
本
か
ら
の
翻
刻
に
際
し
相
応
に
字

句
を
誤
っ
た
本
文
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
一
―
一
前
二
の
編
者

名

｢

于

濟｣

を
、
文
本
に

｢

于

齋｣

に
作
り
、
二
―
七
前
三
・
邵
康

節｢

謝
寄
枕｣

篇
批｢
非
超
然
／
樂
道
者
無
此
趣｣

の｢

樂
道
者
無
此
趣｣

六
字
を
、
文
本
に
重
出
し
、
三
―
三
後
十
・(

楊)

誠
斎

｢

松
聲｣

結
句

｢

萬
頃
銀
濤
殷
五
湖｣

を

｢

銀
湾｣
に
、
三
―
五
前
十
・(

黄)

山
谷

｢

示

姪｣

注

｢

真
得
訓
誨
子�
之
体｣

を

｢
子�｣
に
、
四
―
二
後
一

｢

少
年

行｣

作
者
を

｢

令
孤
楚｣

に
、
四
―
十
一
後
四
・
趙
釣
月

｢

驛
程
記｣

後

聯
批｢

宋
駐
蹕

塘
、
不
作
中
原
夢
想｣

を

｢

分
塘｣
に
、
四
―
十
四
後

九
・
韓�｢
翠
禽｣

後
聯
注｢

所
謂
遥�
撃
而
去
之｣
を｢
増
撃
而
去
之｣

に
、
四
―
十
七
前
五
・
林
古
村

｢

烏
衣
國｣

結
句
批

｢

正
含
晋
室
偏
安
江

左
之
恨｣

を

｢

倫
安｣

に
作
る
等
の
例
は
、
み
な
文
本
の
誤
り
で
、
該
本

に
拠
っ
て
文
本
を
正
し
得
る
箇
所
も
あ
る
。
こ
の
中
の

｢

驛
程
記｣

篇
の

例
は
、
朝
鮮
諸
本
は
正
字
を
用
い

｢

錢
塘｣

に
作
る
が
、
こ
れ
は
、
日
本

で
は
用
い
ら
れ
な
い
元
代
の
俗
字

｢
｣

を
、
伝
写
本
に
は
誤
り
、
翻
刻

本
に
は
原
貌
を
存
す
る
形
で
、
両
者
の
関
係
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
無
論

こ
の
中
に
は
、
文
安
元
年
の
伝
写
時
の
誤
り
も
含
ま
れ
て
い
よ
う
。
ま
た

本
文
で
採
用
す
る
字
体
の
傾
向
に
つ
い
て
見
る
と
、
両
者
共
に
略
字
の
使

用
が
多
く
、
細
行
批
中
の

｢

眞｣
｢

盡｣
｢

處｣
｢

聲｣
｢

畫｣
｢

無｣
｢

雖｣

｢

興｣

等
の
字
を

｢

真｣
｢

尽｣
｢

処｣
｢

声｣
｢

画｣
｢

无｣
｢�｣

｢�｣

に

作
る
等
、
両
者
は
字
体
の
異
同
に
於
い
て
近
似
す
る
が
、
本
行

｢

節｣

｢

劉｣
｢

柳｣
｢

船｣

を

｢�｣
｢�｣

｢�｣
｢�｣

に
作
る
傾
向
が
強
い
点

は
、
該
本
に
独
自
の
特
色
で
あ
る
。
総
じ
て
、
本
文
異
同
の
正
誤
が
相
反

す
る
関
係
や
、
字
体
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
一
定
の
不
一
致
を
も
加
味
す
る
と
、

両
者
は
直
接
の
継
承
関
係
と
は
見
な
さ
れ
ず
、
大
徳
四
年
頃
初
刻
本
か
ら
、

各
別
に
派
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
加
え
、
朝
鮮
諸
本
と
の
比
較

に
よ
っ
て
、
元
版
と
の
関
係
が
あ
る
程
度
措
定
さ
れ
る
か
ら
、
具
体
的
な

例
証
を
踏
ま
え
、
朝
鮮
版
解
題
の
所
で
重
ね
て
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

な
お
本
版
の
刊
刻
に
つ
い
て
、
書
工
僧
と
思
わ
し
き

｢�
海｣

の
名
を
徴

す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
の
、
そ
の
時
期
や
場
所
、
遂
行
者
を
限
定
す
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
版
本
の
様
式
か
ら
見
て
、
従
来
の
南
北
朝
刊
行

と
す
る
説
に
従
い
た
い
。

以
下
、
本
版
諸
伝
本
の
解
題
を
掲
げ
る
。

〈

国
立
公
文
書
館
旧
内
閣
文
庫

別
五
九
・
二〉

五
冊

林
鵞
峰
手
沢

林
家
昌
平
黌
旧
蔵
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後
補
黄
檗
染
艶
出
表
紙

(

二
四
・
五
×
一
六
・
九
糎)

左
肩
題
簽
を
貼
布

し

｢
聯
珠
詩
格

〈

幾
之
幾〉｣

墨
書

(

首
冊
は
剥
離
、
同
文
打
付
書)

、

題
簽
下
打
付
に
別
筆
に
て
冊
数
を
書
す
。
首
冊
の
み
右
下
方
打
付
に
不
明

墨
書
、
こ
れ
に
重
ね
毎
冊
右
下
方
に
双
辺
墨
印
蔵
書
票
を
貼
布
し

｢

文
史

一
ノ
四｣

と
朱
書
す
。
又
内
閣
文
庫
蔵
書
票
貼
附
。
背
面
不
明

[

明
末]

刊
本
。
も
と
五
針
眼
を
改
装
し
四
針
眼
と
す
。
虫
損
修
補
、
一
部
裏
打
。

見
返
し
新
補
。
首
に
原
序
、
総
目
を
存
し
本
文
に
入
る
。
毎
冊
四
巻
。
巻

八
第
十
六
、
十
五
張
錯
綴
。

[

室
町
末
近
世
初]

墨
筆
に
て
返
点
、
連
合
符
、
送
仮
名
、
本
文
校
改
書

入
、
別
手

[

近
世
初]

朱
筆
に
て
韻
圏
、
訓
仮
名
、
欄
上
補
注
、
蔡
氏
批

注
に
竪
句
点
、
作
者
名
下
に｢

唐(

口)｣

或
は｢
宋(

木)｣

注
記
書
入
、

[

江
戸
前
期]

朱
墨
に
て
欄
外
校
補
注

(｢

勝
覧｣

｢

事
文
類
聚｣

参
照)

、

又
別
手
朱
墨
欄
上
校
注

(｢

一
本｣

｢

本
集｣

｢

増
註｣

参
照)
書
入
を
存

す
。
毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

自
／
肯｣

｢

釋
氏
／
知
允｣

朱
印
記
、

方
形
陰
刻

｢

松
原
介
枝｣

朱
印
記
、
首
に
同

｢

弘
文
學
士
院｣

朱
印
記

(

林
鵞
峰
所
用)

、
毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

林
氏
／
藏
書｣

朱
印
記

(

林
家
所
用)

、
毎
冊
前
表
紙
並
毎
冊
尾
に
同

｢

昌
平
坂
／
學
問
所｣

墨
印

記
、
毎
冊
首
に
双
辺
方
形
陽
刻

｢

淺
草
文
庫

(

楷書)｣

、
単
辺
方
形
陽
刻

｢

書
籍
／
館
印｣

、
同

｢

大
學
／
藏
書｣

朱
印
記
を
存
す
。

〈

東
洋
文
庫

二
・
B-d
・
一
六〉

一
冊

存
巻
一
至
五

大
徳
寺
黄
梅
院
徳
富
蘇
峰
大
野
洒
竹
旧
蔵

後
補
淡
墨
漉
目
艶
出
表
紙

(

二
二
・
七
×
一
五
・
三
糎)

左
肩
題
簽
を
貼

布
し
単
辺
及
び

｢

詩
格
評
點

〈

幾
之
幾〉｣

の
題
目
を
書
す
。
そ
の
右
傍

に
別
筆
に
て
又

｢

詩
格
評
點

〈

幾
之
幾〉｣

と
書
す
。
改
糸
。
本
文
辺
外

の
料
紙
を
刪
去
し
、
表
紙
大
の
別
紙
に
て
裏
打
修
補
。
原
序(

首
葉
鈔
補)

、

総
目
を
存
し
本
文
に
入
る
。
巻
五
第
十
六
・
十
七
張
欠
。
巻
首
匡
郭
一
七
・

〇
×
一
一
・
九
糎

(

但
し
添
墨
に
よ
り
原
寸
不
詳)

。

[

室
町]

期
の
朱
筆
に
て
竪
句
返
点
、
連
合
符
、
音
訓
送
仮
名
、
蘇
東
坡

の
み
集
付
を
加
え
、
同
手
に
て
巻
一
末
尾
辺
外
に｢

甲
午
正
月
二
十
六
日｣

、

巻
二
同

｢

甲
午
二
月
三
日
加
点
了｣

、
巻
四
尾
題
下
に

｢

仲
秋
三
日
／
加

点
了｣

識
語
。
又

[

江
戸]

期
墨
筆
に
て
行
間
校
注
書
入
。
巻
四
首
下
辺

下
補
紙
に

｢(

横書)

般
若
波
羅
蜜
經｣

と
、
巻
四
尾
に

｢

紫
野
大
徳
寺
塔

頭
黄
梅
院
持
／

(

低格)

禁
他
用
者
也｣

と
書
す
。
蔡
序
末
に
不
明
花
押
。

毎
冊
後
表
紙
中
央
に
前
表
紙
別
筆
に
て

｢

西
京
／

紫
野
／

(

又
低
一
格)

黄

梅
院
／

(

同)
[

藏
書
之
内]｣

と

(

末
行
擦
消
、
後
筆
に
て
重
書)

、
後

見
返
し
に
後
表
紙
前
筆
同
手
に
て

｢

西
京

黄
梅
院｣

と
、
前
後
見
返
し

に
同
後
筆
同
手
に
て｢〈

紫
野〉

／

黄
梅
藏
／
／〈

禁
他
家
堅
之
者
也〉｣

等
と
書
し
、
後
見
返
し
下
方
に
又
別
手
に
て

｢

無
住
軒

〈

九
如〉

蔵
書

― 226 ―

���������������



(
花押)｣

識
語
、
又
数
筆
に
て

｢

客
寮
常
住｣

｢

知
客
寮
常
住｣

と
書
し
、

方
形
陰
刻

｢

宗
氏｣

墨
印
記
を
存
す
。
首
冊
前
見
返
し
右
辺
に
徳
富
蘇
峰

筆
に
て

｢
洒
竹
大
野
兄
清
玩
／
明
治
三
十
六
極
月
二
十
日
蘇
峰
生
拝
贈｣

と
書
す
。
総
目
首
並
に
巻
首
に
方
形
陰
刻｢

島
田
翰
／
讀
書
記｣

朱
印
記
、

首
に
単
辺
石
形
陽
刻

｢

蘇
峰
／
志
讀｣

、
円
形
陰
刻

｢

I.
T.｣

朱
印
記
、

単
辺
方
形
陽
刻

｢

洒
竹
文
庫

(

楷書)｣

朱
印
記
を
存
す
。

該
本
加
点
識
語
中
の

｢

甲
午｣
つ
い
て
は
、
文
明
六
年

(

一
四
七
四)

ま
た
は
天
文
三
年

(

一
五
三
四)
と
す
る
推
定
が
示
さ
れ
て
い
る

(�)
。

〈

宮
内
庁
書
陵
部

五
五
六
・
一
五
一〉

五
冊

存
巻
一
至
四
九
至
十
十
七
至
二
十

新
補
茶
色
艶
出
表
紙

(

二
五
・
七
×
一
五
・
〇
糎)

左
肩
題
簽
を
貼
布
し

｢(

舊
刊)

聯
珠
詩
格｣

と
書
す
。
首
冊
の
み
題
下
に
朱
印
記
、
破
損
。
改

糸
。
裏
打
修
補
、
原
紙
高
約
二
四
・
三
糎
、
天
地
截
断
。
原
序
、
総
目
を

存
し
本
文
。
毎
冊
二
巻
。
巻
首
匡
郭
一
六
・
八
×
一
一
・
八
糎
。

[

室
町
末
近
世
初]

朱
合
竪
句
点
、
同
墨
返
点
、
連
合
符
、
音
訓
送
仮
名
、

行
間
補
注(

巻
首
等
、
一
部
胡
粉
に
て
抹
消)

書
入
、
極
稀
に[

江
戸
初]

朱
墨
に
て
欄
上
補
注
書
入
。
黄
色
不
審
紙
。
原
序
末
に
双
辺
方
形
中
鼎
形

陽
刻
、
方
形
陰
刻
不
明
朱
印
記
を
存
す
。

〈

お
茶
の
水
図
書
館
成
簣
堂
文
庫〉

五
冊

新
井
政
毅
島
田
篁
邨
旧
蔵

後
補
縹
色
艶
出
表
紙

(

二
三
・
九
×
一
六
・
五
糎)

左
肩
打
付
に

｢

聯
珠

詩
格

〈

幾
之
幾〉｣

と
書
す
。
五
針
眼
、
改
糸
。
首
冊
前
見
返
し

｢

第
二

句
疊
字
格
山
中
盧
玉｣

墨
書
。
前
後
副
葉
。
原
序
、
総
目
を
存
し
本
文
。

毎
冊
四
巻
。
巻
首
匡
郭
一
七
・
〇
×
一
一
・
九
糎
。
巻
十
一
第
十
・
十
一

張
、
巻
十
二
第
十
六
・
十
七
張
、
巻
十
三
第
三
至
五
張
以
下
の
張
子
は
磨

滅
が
著
し
い
。
巻
二
十
第
十
一
・
十
二
張
欠
。

[

室
町]

朱
竪
句
点
、
稀
に
返
点
、
連
合
符
、
音
訓
送
仮
名

(

第
二
冊
以

下
稀)

書
入
、[

室
町
末
近
世
初]

墨
返
点
、
連
合
符
、
音
訓
送
仮
名
、

欄
上
補
注
書
入
、[

江
戸
初]

欄
上
作
者
名
標
注
、
補
注
書
入
あ
り
。
巻

十
尾
題
前
に

｢

明
治
己
亥
盛
夏
獲
之
於
新
井
政
毅
／

(

低
十
格

)

島
田
澄｣

墨
識
、
明
治
己
亥
は
三
十
二
年

(

一
八
九
九)

。
巻
七
首
題
下
に

｢〈

島
田

翰
／
珎

蔵〉｣

墨
識
、
巻
十
八
尾
題
前
に

｢〈

是
書
太
夫
人�
衣
所
獲
巻

首
有
捺
先
大
夫
図
章
／
者
記
不
忘
其
原
也
癸
卯
二
月
島
田
翰
識〉｣

墨
識

あ
り
、
癸
卯
は
明
治
三
十
六
年
。
毎
冊
首
、
不
明
朱
印
記
に
重�
し
単
辺

方
形
陽
刻

｢

儒
索
／
家
風｣

朱
印
記
、
ま
た
同

｢

篁
邨
島
／
田
氏
家
／
臧

圖
書｣
朱
印
記
、
大
尾
に
同

｢

島
田
氏
／
雙
桂
園
／
臧
書
記｣

墨
印
記

(

以
上
二
顆
、
島
田
篁
邨
所
用)

、
第
二
、
四
冊
首
に
同

｢

島
田
／
澄｣

、
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毎
冊
首
並
に
巻
首
尾
に
方
形
陰
刻

｢

島
田
翰
／
讀
書
記｣

朱
印
記
、
毎
冊

首
に
牌
中
方
形
陽
刻

｢

蘇
峰
／
文
庫｣

、
方
形
陰
刻

｢�
峰
／
清
賞｣

、
単

辺
方
形
陽
刻

｢�
峯
／
珍
臧｣

、
同
大

｢�
富
／
猪
弌
郎
／
之
章｣

朱
印

記
を
存
す

(�)
。

〈

東
洋
文
庫

二
・
B-d
・
一
五〉

二
冊

存
巻
十
一
至
十
六

稲
田
福
堂
和
田
雲
邨
旧
蔵

新
補
淡
茶
色
艶
出
表
紙

(

二
三
・
八
×
一
五
・
一
糎)

左
肩
題
簽
を
貼
布

し

｢

唐
宋
聯
珠
詩
格

〈

五
山
版
／｢

十
一
、
十
二
、
十
三｣

(

朱)〉｣

等
と

書
す
。
擬
康
煕
綴
。
虫
損
修
補
。
毎
冊
三
巻
。
巻
十
一
首
匡
郭
一
七
・
〇

×
一
一
・
七
糎
。

[

室
町
末]

朱
竪
句
点
、
稀
に
返
点
、
連
合
符
、
音
訓
送
仮
名
、
同
墨
欄

上
校

(｢

三
体｣

参
照)

補
注
書
入
、[

近
世
初]

墨
返
点
、
連
合
符
、
音

訓
送
仮
名
書
入
、
淡
茶
色
不
審
紙
を
存
す
。
毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

江
風
山
／
月
莊｣
｢

稲
田
／
福
堂
／
圖
書｣

、
毎
冊
首
尾
に
同

｢

福
堂｣

朱
印
記
、
毎
冊
首
に
同

｢

雲
邨
文
庫｣

朱
印
記
あ
り
。

又

後
修

本
版
に
は
、
板
の
磨
滅
に
従
い
補
刻
を
加
え
た
後
修
本
が
あ
る
。
確
認

さ
れ
た
補
刻
の
箇
所
は
、
巻
十
一
第
十
―
十
二
張
、
巻
十
二
第
十
五
―
十

七
張
、
巻
十
三
第
三
―
五
、
七
・
八
張
、
巻
十
四
第
四
張
、
巻
十
五
第
一
―

五
張
、
巻
十
六
第
十
一
・
十
二
張
、
巻
十
七
第
十
一
―
十
六
張
、
巻
十
八

第
十
四
張
、
巻
十
九
第
十
二
・
十
三
、
巻
二
十
第
十
張
等
で
あ
る
。
も
と

楷
行
書
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
ら
の
張
子
で
は�々
誤
刻
を
加
え

て
お
り
、
例
え
ば
巻
十
一
第
十
張
後
半
第
八
行
の

｢

樹
陰
寒｣

の

｢

樹｣

字
等
は
、
判
読
し
難
い
形
に
変
わ
っ
て
い
る
。

〈

国
立
公
文
書
館
旧
内
閣
文
庫

別
五
九
・
三〉

五
冊

佐
伯
藩
主
毛
利
高
標
旧
蔵

後
補
淡
渋
引
表
紙

(

二
五
・
一
×
一
六
・
五
糎)

左
肩
打
付
に

｢

聯
珠
詩

格

〈

幾
之
幾〉｣

と
書
す
。
右
下
方
に
双
辺
墨
印
蔵
書
票
を
貼
布
し

｢

文

史
一
ノ
四｣

と
朱
書
す
。
又
内
閣
文
庫
蔵
書
票
貼
附
。
改
糸
。
裏
打
改
装
、

原
紙
高
約
二
四
・
二
糎
。
見
返
し
新
補
、
首
冊
の
み
前
副
葉

(

旧
見
返
し

か)

を
存
し
、[

室
町
末
近
世
初]

筆
に
て
篇
目
韻
字
を
書
す
。
原
序
、

総
目
を
存
し
本
文
。
毎
冊
四
巻
。
巻
首
匡
郭
一
六
・
九
×
一
一
・
九
糎
。

[

室
町
末
近
世
初]

朱
竪
点
、
音
仮
名
書
入
、
別
墨
返
点
、
連
合
符
、
音

訓
送
仮
名
、
首
冊
の
み
欄
外
行
間
校
補
注

(｢

異
本｣

｢

本
集｣

｢

天
隠｣
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｢
事
林
廣
記
前
集｣

参
照)

書
入
あ
り
。
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

佐
伯
侯

毛
利
／
高
標
字
培
松
／
臧
書
画
之
印｣

朱
印
記
、
毎
冊
前
表
紙
並
毎
冊
尾

に
同

｢
昌
平
坂
／
學
問
所｣

墨
印
記
、
毎
冊
首
に
双
辺
方
形
陽
刻

｢

淺
草

文
庫

(

楷書)｣
、
単
辺
方
形
陽
刻

｢

書
籍
／
館
印｣

、
同

｢

日
本
／
政
府
／

圖
書｣

朱
印
記
を
存
す
。

右
の
他
、
川
瀬
一
馬
氏

『
五
山
版
の
研
究』

(

一
九
七
〇
、
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｊ)

に
山
本
北
山
旧
蔵
安
田
文
庫
本
、
小
汀
文
庫
本
、
天
正
八
年(

一
五
八
〇)

帰
玄
附
識
の
足
利
学
校
、
三
井
家
旧
蔵
本
を
録
す
る
が
、
未
見
で
あ
る
。

同

朝
鮮
刊

(

甲
寅
字)

単
注
本

該
本
は
後
掲
の
誠
庵
古
書
博
物
館
蔵
残
本
に
よ
っ
て
の
み
知
ら
れ
る
も

の
で
、
十
全
の
著
録
を
期
し
難
い
。
し
か
し
前
出
の

[

南
北
朝]

刊
本
と

共
に
、
本
書
の
原
形
を
伝
え
る
貴
重
な
本
文
で
あ
り
、
甲
寅
字
別
本
と
の

印
出
の
先
後
は
必
ず
し
も
確
実
で
は
な
い
が
、
便
宜
に
従
い
前
掲
し
た
。

該
本
は
、
朝
鮮
朝
の
諸
本
に
多
く
見
ら
れ
る
徐
居
正
の
増
注
を
伴
わ
ず
、

編
集
当
初
の
蔡
正
孫
単
注
本
で
、
毎
行
に
十
八
字
の
款
式
を
特
徴
と
す
る
。

こ
の
系
統
に
は
同
じ
く
朝
鮮
朝
の
覆
刻
本
一
種
が
認
め
ら
れ
、
こ
ち
ら
も

不
完
全
の
伝
存
で
は
あ
る
が
、
相
互
に
参
照
し
、
推
定
さ
れ
る
点
が
あ
る
。

次
に
そ
の
概
要
を
掲
げ
る
。

巻
首
題

｢

精
選
唐
宋
千
家
聯
珠
詩
格
巻
之
十
七
／

(

低
七
格

)�

番
易
黙
齋
于

〈

濟〉

徳
夫
／
建
安
蒙
齋
蔡

〈

正
孫〉

粹
然�

編
集
／

用
留
得
字
格

(

墨
囲
陰
刻)

／

寄
懐
崔
雍

(

隔
六
格

)

李
商
隠｣

等
、
次
行
よ
り
本
文
。
編

目
に
標
出
の
文
字
は
墨
囲
陰
刻

(

木
活
字)

。
傍
点
、
傍
圏
附
印
。
句
下

に
蔡
氏
批
注

(

小
字
双
行)

を
差
夾
む
。
毎
篇
改
行
。

巻
之
十
六

(

存
第
八
至
十
五
張)

[

用
吟
字
格]

―
用
誤
字
格

巻
之
十
七

(

二
〇
張)

用
留
得
字
格

―
用
不
用
字
又
格

巻
之
十
八

(

一
三
張)

用
分
付
字
格

―
用
辜
負
字
格

巻
之
十
九

(

一
八
張)

用
兩
自
字
格

―
用
枉
字
格

巻
之
二
十

(

存
第
一
至
十
二
張)

用
至
今
字
格
―

四
周
双
辺(

巻
十
七
首
二
六
・
三
×
一
六
・
九
糎)

有
界
、
毎
半
張
九
行
、

行
十
八
字
。
甲
寅
字
。
版
心
線
黒
口

(

接
内
周

)

、
双
黒
魚
尾

(

対向)

間
題

｢
詩
幾｣

、
張
数
。
巻
尾
題
目
、
同
首
。

該
本
の
特
徴
と
し
て
、
前
掲
の

[

南
北
朝]

刊
本
と
款
式
の
異
な
る
点

を
挙
げ
て
置
き
た
い
。
本
書
に
は
増
編
時
か
ら
蔡
正
孫
の
批
注
を
伴
い
、

恐
ら
く
は
そ
の
当
初
か
ら
、
絶
句
本
文
の
行
間
右
傍
に
、
適
宜
評
語
を
附
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し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
該
本
で
は
、
漢
籍
附
注
本
一
般
に
広
く
行
わ
れ

て
き
た
夾
注
の
形
式
を
取
り
、
本
行
間
の
細
行
は
設
け
ず
、
句
下
に
小
字

双
行
を
以
て
附
注
す
る
款
式
を
用
い
た
。
そ
の
際
、
前
後
各
聯
の
全
体
に

渉
る
批
注
に
つ
い
て
、
前
本
で
は
両
句
に
係
る
中
段
に
附
し
て
い
た
も
の

を
、
該
本
で
は
承
句
あ
る
い
は
結
句
の
後
に
附
す
形
と
し
、
同
様
に
、
詩

篇
全
体
に
及
ぶ
批
注
に
つ
い
て
、
前
本
で
は
起
句
劈
頭
の
右
傍
に
置
い
た

も
の
を
、
該
本
で
は
全
篇
の
末
尾
に
附
し
、
結
句
ま
た
は
後
聯
の
み
に
関

す
る
批
注
を
も
存
す
る
場
合
に
は
、
圏
発
を
冠
し
て
こ
れ
を
区
別
し
た
。

こ
の
よ
う
な
批
注
後
掲
の
様
式
は
、
朝
鮮
本
系
統
の
諸
本
に
通
底
す
る
特

徴
で
、
前
掲
の

[

南
北
朝]

刊
本
系
統
の
本
文
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

ま
た
後
に
見
る
甲
寅
字
増
注
本
と
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
、
本
文
そ
の

も
の
に
徴
証
は
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
同
本
を
覆
刻
し
た
弘
治
十
五

年
跋
刊
本
の
安�
跋
に
、
成
化
乙
巳
二
十
一
年

(

一
四
八
五)
の
徐
居
正

増
注
成
立
以
前
の
情
況
に
触
れ
て
、｢

行
於
世
盖
久
、
流
布
於
東
方｣
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
拠
り
、
該
本
及
び
後
掲
の
覆
刻
本
が
、
徐
注

以
前
の
流
布
本
に
当
た
る
と
考
え
れ
ば
、
該
本
の
方
が
先
出
と
見
な
し
得

る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
安
跋
の
言
は
、
た
だ
元
版
等
の
唐
本
流
布
の

情
況
を
記
し
た
と
も
認
め
得
る
か
ら
、
な
お
断
定
を
保
留
し
た
い
。

〈

誠
庵
古
書
博
物
館

四
―
二
八
一

(

二
二)〉

一
冊

存
巻
十
六
至
二
十
首
尾
欠

後
補
素
表
紙

(

三
二
・
六
×
二
一
・
三
糎)

左
肩
打
付
に

｢

聯
珠
詩
格｣

と
、
右
肩
打
付
に
同
筆
に
て

｢

古
今
雑
詠｣

と
書
す
。
背
面
ハ
ン
グ
ル
使

用
木
活
字
本

(

四
周
双
辺
十
一
行
二
十
三
字)

。
首
よ
り
本
文
。

篇
目
上
墨
標
点
、
稀
に
欄
上
補
注
書
入
を
存
す
。

同

朝
鮮
刊

覆
朝
鮮
甲
寅
字
刊
単
注
本

前
記
甲
寅
字
単
注
本
を
補
う
べ
き
版
種
と
し
て
、
同
本
の
覆
刻
本
が
見

出
さ
れ
る
。
但
し
残
存
二
本
の
み
、
巻
首
の
題
目
や
本
文
の
体
式
は
、
前

本
に
同
じ
。
毎
巻
の
張
数
と
内
容
も
前
本
同
様
で
あ
り
、
伝
存
二
本
に
よ
っ

て
、
略
々
後
半
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
前
本
と
の
重
複
を

避
け
、
本
文
と
版
式
の
大
要
を
掲
げ
た
い

(

図
版
四)

。

巻
之
十
一

(

一
七
張)

用
從
今
字
格

―
用
何
処
字
又
格

巻
之
十
二

(

一
八
張)

用
可
是
字
格

―
用
不
然
字
格

巻
之
十
三

(

一
五
張)

用
只
合
字
格

―
用
不
見
字
格

巻
之
十
四

(
一
五
張)

用
見
字
格

―
用
人
不
到
字
格
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巻
之
十
五

(

存
第
一
至
十
三
張
、
尾
欠)

用
直
字
格
―

巻
之
十
六

(

一
五
張)

用
吟
字
格

―
用
誤
字
格

巻
之
十
七

(

二
〇
張)

用
留
得
字
格

―
用
不
用
字
又
格

巻
之
十
八

(
一
三
張)

用
分
付
字
格

―
用
辜
負
字
格

巻
之
十
九

(
一
八
張)

用
兩
自
字
格

―
用
枉
字
格

巻
之
二
十

(

存
第
一
至
十
二
張
、
尾
欠)

用
至
今
字
格
―

単
辺

(

巻
十
一
首
二
五
・
〇
×
一
七
・
〇
糎
、
巻
十
七
首
二
五
・
一
×
一

七
・
一
糎)

有
界
、
毎
半
張
九
行
、
行
十
八
字
。
甲
寅
字
体
。
版
心
小
黒

口
、
双
黒
魚
尾

(

対向)

間
題

｢

詩
幾｣
、
張
数

(�)
。

該
版
の
本
文
に
つ
い
て
、�々
の
間
の
著
録
で
あ
る
た
め
に
、
字
句
の

異
同
を
包
括
的
に
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
限
ら
れ
た
範
囲
で
の
対
校

に
従
え
ば
、
全
存
す
る
他
本
と
の
間
に
大
き
な
異
同
は
見
ら
れ
な
い
よ
う

で
あ
り
、
字
体
の
採
用
等
の
細
か
な
点
で
は
、
後
掲
の
徐
居
正
増
注
本
系

統
、
即
ち
朝
鮮
刊
行
の
諸
本
に
合
致
す
る
。
朝
鮮
朝
に
於
け
る
単
注
本
と

増
注
本
の
、
刊
行
の
先
後
関
係
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
甲
寅
字
単
注
本
の

本
文
や
用
字
が
、
諸
本
の
淵
源
と
な
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ

よ
本
稿
で
は
、
暫
時
の
処
置
と
し
て
、
全
存
す
る
増
注
本
を
用
い
本
文
の

校
勘
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。

〈

延
世
大
学
校
中
央
図
書
館

八
一
二.

一
〇
八〉

一
冊

存�
十
四
至
二
十
首
尾
欠

丁
子
染
雷
文
繋
蓮
華
文
空
押
艶
出
表
紙

(

二
九
・
四
×
二
一
・
二
糎)

。

背
面
は
公
印
を
伴
う
戸
籍
。
首
に
巻
二
十
第
十
二
張
前
半

(

現
存
末
尾)

を
錯
綴
し
、
次
葉
よ
り
巻
十
四
第
五
張
以
下
の
本
文
に
入
る
。
巻
十
五
の

首
も
欠
く
。
巻
十
六
首
匡
郭
二
四
・
八
×
一
七
・
〇
糎
。

篇
目
上
に
墨
標
点
書
入
あ
り
。

〈

延
世
大
学
校
中
央
図
書
館

八
一
二.

一
〇
八〉

一
冊

存
巻
十
一
至
十
五
尾
欠

後
補
淡
丁
子
染
表
紙

(

三
五
・
一
×
二
二
・
四
糎)

左
肩
打
付
に

｢

聯
珠

詩
三｣

と
書
す
。
背
面
雑
詩
稿
。
本
文
破
損
修
補
。
巻
十
五
第
十
二
張
以

下
を
欠
く
。

墨
藍
両
筆
に
て
篇
目
標
点
を
加
え
、
欄
上
に
墨
標
注
を
存
す
。
首
に
単
辺

方
形
陽
刻
不
明
朱
印
記
あ
り
。

同

朝
鮮[

徐
居
正]

増
注

朝
鮮
刊

(

甲
寅
字)
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甲
寅
字
本
の
第
二
種
は
、
朝
鮮
朝
及
び
日
本
の
江
戸
時
代
に
流
行
し
た
、

本
書
徐
居
正
増
注
本
の
祖
に
当
た
り
、
毎
行
に
十
七
字
の
款
式
を
特
徴
と

す
る
。
現
在
ま
で
後
掲
二
本
の
伝
存
を
見
る
の
み
、
そ
の
他
、
未
見
の
韓

国
玩
樹
文
庫
蔵
本
の
著
録
を
検
出
で
き
た
も
の
の
、
や
は
り
十
全
に
は
述

べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
但
し
こ
れ
も
、
後
出
の
覆
刻
本
に
よ
っ
て
、
そ

の
全
体
を
推
し
測
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
甲
寅
字
残
本
に
よ
っ
て
知
ら

れ
る
点
を
次
に
示
す

(

図
版
五)
。

巻
首
題

｢

精
選
唐
宋
千
家
聯
珠
詩
格
巻
之
十
八
／

(

低
六
格

)�
番
易
黙
齋
于

〈

濟〉

徳
夫
／
建
安
蒙
齋
蔡

〈

正
孫〉
粹
然�
編
集
／

用
分
付
字
格

(

陰刻)

／

小
軒

(

隔
八
格

)

陸
放
翁｣

等
、
次
行
よ
り
本
文
。
編
目
に
標

出
の
文
字
は
墨
囲
陰
刻

(

木
活
字)

。
傍
点
、
傍
圏
附
印
。
毎
句
下
に
蔡

氏
批
注
及
び

｢

増
註

(

陰刻)｣

以
下
徐
注

(

小
字
双
行)

を
差
夾
む
。
各
聯
ま
た

は
全
篇
に
渉
る
批
注
は
後
掲
。
毎
篇
改
行
。

巻
之
十
七

(

首
欠
、
三
二
張)

[

用
留
得
字
格]

―
用
不
用
字
又
格

巻
之
十
八

(

一
九
張)

用
分
付
字
格

―
用
辜
負
字
格

巻
之
十
九

(

二
六
張)

用
兩
自
字
格

―
用
枉
字
格

巻
之
二
十

(

存
第
一
至
十
六
張)

用
至
今
字
格
―

[

用
後
身
字
格]

単
辺

(

二
五
・
二
×
一
六
・
九
糎)

或
は
四
周
双
辺
、
有
界
、
毎
半
張
九

行
、
行
十
七
字
。
甲
寅
字
。
版
心
中
黒
口

(

双
辺
時

接
内
周)

、
双
線
黒
魚
尾

(

対向)

間
題

｢

聯
珠
詩
幾｣

、
張
数
。

該
本
の
刊
行
年
次
に
つ
い
て
、
左
記
伝
本
中
に
は
明
徴
を
得
ら
れ
な
い

が
、
後
出
の
覆
刻
本
に
附
さ
れ
た
安�
の
跋
に
拠
る
と
、
本
書
増
注
本
は

初
め
成
宗
二
十
三
年

(

一
四
九
二)

に
活
字
に
て
印
行
さ
れ
た
と
伝
え
ら

れ
、
現
在
目
に
し
得
る
増
注
活
字
本
は
、
当
該
の
一
種
の
み
で
あ
り
、
ま

た
該
本
所
用
の
甲
寅
字
は
世
宗
十
六
年

(

一
四
三
四)

に
鑄
造
さ
れ
、
後

の
壬
辰
倭
乱

(

文
禄
の
役
、
一
五
九
二)

ま
で
使
わ
れ
続
け
た
の
で
あ
る

か
ら
、
こ
れ
を
刊
年
に
当
て
得
る
可
能
性
が
高
い
。

徐
居
正
、
字
は
初
め
子
元
、
の
ち
剛
中
と
改
め
、
四
佳
亭
と
号
す
。
慶

尚
道
達
城
の
人
。
朝
鮮
世
宗
二
年

(

明
永
楽
十
八
年
、
一
四
二
〇)

生
、

同
二
十
六
年
文
科
及
第
、
世
宗
、
文
宗
、
端
宗
、
世
祖
、
成
宗
の
五
朝
に

歴
仕
し
、
成
宗
元
年

(

一
四
七
〇)

左
賛
政
に
至
る
。
か
つ
て
世
宗
よ
り

賜
暇
読
書
を
得
て
、
そ
の
学
識
は
甚
だ
博
く
、
著
す
所

『

経
国
大
典』

『

東
国
通
鑑』

『

東
文
選』

『

東
人
詩
話』

等
、
多
岐
に
渉
り
、
同
十
六
年
、

本
書
の
注
解
を
作
っ
て
成
宗
に
進
め
た

(

後
述)

。
同
十
九
年

(

明
弘
治

元
年
、
一
四
八
八)

歿
、
享
年
八
十
九
。
諡
号
は
文
忠
公
。

〈

高
麗
大
学
校
中
央
図
書
館
華
山
文
庫

貴
・
五
六
Ａ〉

一
冊

存
巻
十
七
至
二
十
首
尾
欠
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黄
檗
染
雷
文
繋
文
空
押
艶
出
表
紙

(

三
〇
・
一
×
一
八
・
九
糎)

左
肩
打

付
に

｢
聯
珠
詩
格

〈

四〉｣

と
書
す
。
破
損
修
補
。
前
後
副
半
葉
。

墨
標
圏
、
傍
線
書
入
あ
り
。
前
副
葉
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

邦
／
彦｣

朱
印

記
、
同

｢

黄
應
／
綸
甫｣

朱
印
記
、
方
形
陰
刻

｢

檜
／
山｣

朱
印
記
、
単

辺
方
形
陽
刻
不
明
墨
印
記
、
単
辺
円
形
陽
刻
不
明
朱
印
記
、
首
及
び
第
二

葉
に
単
辺
方
形
陽
刻
不
明
朱
印
記
二
顆

(

重�)
を
存
す

(�)
。

〈

大
韓
民
国
国
立
中
央
図
書
館

貴
四
九
七

古
三
七
一
五
・
四
八〉

一
冊

存
巻
十
八
至
十
九

新
補
黄
色
雷
文
繋
蓮
華
文
空
押
艶
出
表
紙

(
三
二
・
三
×
二
二
・
〇
糎)

内
に
丁
子
染
蓮
華
唐
草
文
空
押
艶
出
表
紙
を
存
し
、
左
肩
黄
檗
染
題
簽
を

貼
布
し

｢

精
選
唐
宋
千
家
聯
珠
詩
格
巻
十
八
之
十
九｣
と
書
す
。

稀
に
墨
点
の
書
込
あ
り

(�)
。

同

朝
鮮
明
弘
治
十
五
年

(

一
五
〇
二)

跋
刊

覆
朝
鮮
甲
寅
字
刊
増
注
本

本
版
は
、
初
め
て
徐
居
正
の
増
注
を
加
え
た
、
前
出
の
甲
寅
字
行
十
七

字
本
を
基
と
す
る
覆
刻
本
で
、
本
版
の
伝
存
に
よ
り
却
っ
て
、
甲
寅
字
増

注
本
の
全
容
を
推
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
本
書
の
朝
鮮
諸
本
中
、

最
も
伝
存
数
の
多
い
の
も
こ
の
版
本
で
、
流
布
の
版
種
と
見
ら
れ
よ
う
。

先
ず
蔡
正
孫
序

(

第
一
至
二
張)

、
首
よ
り
本
文

｢(

上
略)

歳
庚
子
〃
‖

春

三
月
蒙
齋
野
逸
叟
蔡

〈

正
孫〉

粹
然
書
于
方
寸
／
地｣

。
款
式
字
様
、
本

文
に
同
じ
。
印
記�
刻
は
欠
く
。
以
下
同
。

次
で
王
淵
済
序

(

第
三
張)

、
首
よ
り
本
文

｢(

上
略)

大�
己
亥
花
朝
玉

淵
王

〈

淵
濟〉

道
了
敬
書
／
于
龍
湖
書
堂｣

。

次
で
于
済
序

(

第
四
張)

、
首
よ
り
本
文

｢(

上
略)

徳
酉
孟
商
番
易
黙
齋

于

〈

濟〉

徳
夫
序｣

。

次
で
総
目(

一
〇
張)

、
首
題｢

精
選
唐
宋
千
家
聯
珠
詩
格�
目
／(

低
六
格

)

�
番
易
黙
齋
于

〈

濟〉

徳
夫
／
建
安
蒙
齋
蔡

〈

正
孫〉

粹
然�

編
集｣

、

次
行
一
格
を
低
し
て
巻
数
、
次
行
よ
り
二
、
十
格
を
低
し
て
編
目
を
標
す
。

巻
之
二
十

｢

用
後
身
字｣

に
至
る
。
尾
題
同
首
。

巻
首
題

｢

精
選
唐
宋
千
家
聯
珠
詩
格
巻
之
一

(

至
二
十)

／

(

低
六
格

)�

番

易
黙
齋
于

〈

濟〉

徳
夫
／
建
安
蒙
齋
蔡

〈

正
孫〉

粹
然�
編
集
／

四
句
全
對
格

(

陰刻)

／

漫
興

(

有注)

／

(

低
十
二
格)

杜
工
部｣

、
次
行
よ

り
本
文
。
編
目
に
標
出
の
文
字
は
陰
刻
。
傍
点
、
傍
圏
附
刻
。
毎
句
下
に

蔡
氏
批
注
及
び

｢
増
註

(

陰刻)｣

以
下
徐
注

(

小
字
双
行)

を
差
夾
む
。
各
聯
ま
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た
は
全
篇
に
渉
る
批
注
は
後
掲
。
毎
篇
改
行

(

図
版
六)

。

巻
之
一

(

一
九
張)

四
句
全
對
格

―
起
聯
物
喩
物
對
格

巻
之
二

(

二
〇
張)

後
聯
對
句
格

―
後
二
句
疊
字
相
貫
格

巻
之
三

(
二
二
張)

第
一
句
疊
字
格
―
第
四
句
貫
頭
兩
句
格

巻
之
四

(
二
九
張)

用
只
今
字
格

―
用
如
何
字
又
格

巻
之
五

(

二
六
張)
用
今
日
字
格

―
用
近
来
字
又
格

巻
之
六

(

二
九
張)
用
須
臾
字
格

―
用
逢
人
字
格

巻
之
七

(

二
九
張)

用
自
字
格

―
用
無
情
字
格

巻
之
八

(

二
五
張)

用
無
消
息
字
格
―
用
不
作
字
格

巻
之
九

(

二
二
張)

用
引
得
字
格

―
用
不
信
字
格

巻
之
十

(

二
九
張)

用
聞
説
字
格

―
用
偸
字
格

巻
之
十
一

(

二
六
張)

用
從
今
字
格

―
用
何
処
字
又
格

巻
之
十
二

(

三
一
張)

用
可
是
字
格

―
用
不
然
字
格

巻
之
十
三

(

二
五
張)

用
只
合
字
格

―
用
不
見
字
格

巻
之
十
四

(

二
五
張)

用
見
字
格

―
用
人
不
到
字
格

巻
之
十
五

(

二
〇
張)

用
直
字
格

―
用
看
字
格

巻
之
十
六

(

二
四
張)

用
吟
字
格

―
用
誤
字
格

巻
之
十
七

(

三
二
張)

用
留
得
字
格

―
用
不
用
字
又
格

巻
之
十
八

(

一
九
張)

用
分
付
字
格

―
用
辜
負
字
格

巻
之
十
九

(

二
六
張)

用
兩
自
字
格

―
用
枉
字
格

巻
之
二
十

(

二
〇
張)

用
至
今
字
格

―
用
後
身
字
格

単
辺

(

二
三
・
三
×
一
六
・
八
糎)

有
界
、
毎
半
張
九
行
、
行
十
七
字
。

甲
寅
字
体
。
版
心
中
黒
口
、
双
線
黒
魚
尾

(

対向)

間
題

｢

聯
珠
詩
幾｣

、

張
数
。
巻
尾
題

｢

精
選
唐
宋
千
家
聯
珠
詩
格
巻
之
一｣

等
、
大
尾
題

｢

精

選
唐
宋
千
家
聯
珠
詩
格
巻
之
二
十
終｣

。

次
で
安�
跋

(

二
張)

、
首
よ
り
本
文

(

低
一
格

諱
字
単
擡)

｢(

上
略)

成
化
乙
巳

〃
‖

年
間
達
城
徐
公
居
正
増
為
註
解
／
頗
詳
密
後
七
年
我
／
成
宗
大
王
命
臣

�
及
成
俔
蔡
壽
權
／
健
申
従�
將
徐
註
重
加
補
削
既
／
獻
用
鑄
字
印
頒
而

猶
未
廣
布
今
／
年
余
在
合
浦
鎭�
林
尹
愼
公
承
／
福
判
官
奇
侯�
以
簡�

余
曰
近
／
以
増
注
聯
珠
詩
格�
于
梓
思
廣
其
〃
‖

傳
請
為
我
跋
之
仍
遺
新
印

一
本
余
／
乃
書
其
尾
曰

(

中
略)

弘
治
壬
戌
夏
竹
溪
安�
〃
‖

子
珎
書
于
合

浦
樂
閑
堂
之
在
心
軒

(

行書)｣

。
八
行
十
四
字
格

(

図
版
七)

。

成
化
乙
巳
は
二
十
一
年

(

一
四
八
五)

、
弘
治
壬
戌
は
十
五
年

(

一
五

〇
二)

。
こ
の
跋
を
記
し
た
安�
は
、
字
は
字
珍
、
竹
窓
ま
た
竹
渓
と
号

す
。
江
原
道
順
興
の
人
。
世
宗
二
十
六
年

(

明
正
統
九
年
、
一
四
四
四)

生
。
世
祖
十
二
年

(

明
成
化
二
年
、
一
四
六
六)

、
江
原
道
に
幸
し
士
を

取
る
に
際
し
て
登
第
、
仕
官
。
成
宗
二
年

(

明
成
化
七
年
、
一
四
七
一)

藝
文
館
を
設
け
た
時
、
副
修
撰
と
な
る
。
以
後
成
宗
、
燕
山
君
、
中
宗
朝

― 234 ―

���������������



に
藝
文
館
提
学
、
諸
道
観
察
使
、
諸
曹
参
判
等
の
顕
官
を
歴
任
し
、
知
敦

寧
府
事
に
至
る
。
中
宗
十
年

(

明
正
徳
十
年
、
一
五
一
五)

歿
。
諡
号
は

恭
平
。
そ
の
跋
に
拠
れ
ば
、
既
に
東
方
に
流
布
し
て
い
た
本
書
に
対
し
、

成
化
二
十
一
年
、
即
ち
朝
鮮
成
宗
十
六
年
、
徐
居
正
が
詳
細
な
注
を
附
し
、

七
年
後
の
弘
治
五
年
、
即
ち
成
宗
二
十
三
年

(

一
四
九
二)

、
成
宗
が
安

�
、
成
俔
、
蔡
壽
、
權
健
、
申
従�
の
五
名
に
命
じ
、
重
ね
て
徐
注
に
補

削
を
加
え
、
鑄
字
を
用
て
印
出
頒
行
せ
し
め
た
、
と
い
う
。

成
俔
、
字
は
磬
叔
、
慵
斎
と
号
す
。
慶
尚
道
昌
寧
の
人
。
世
宗
二
十
一

年

(

一
四
三
九)

生
、
世
祖
八
年

(

一
四
六
二)

科
第
、
工
曹
判
書
等
を

歴
任
し
、
燕
山
君
十
年

(

一
五
〇
四)

歿
。
蔡
壽
、
字
は
耆
之
、
懶
斎
と

号
す
。
京
畿
道
仁
川
の
人
。
世
宗
三
十
一
年

(

一
四
四
九)

生
、
叡
宗
元

年

(

一
四
六
九)

科
第
、
弘
文
館
提
学
等
を
経
て
、
中
宗
十
年

(

一
五
一

五)

歿
。
權
健
、
字
は
叔
強
。�
の
子
、
慶
尚
道
安
東
の
人
。
世
祖
四
年

(

一
四
五
八)

生
、
成
宗
六
年

(

一
四
七
五)

科
第
、
知
中
枢
府
事
等
を

経
て
、
燕
山
君
七
年

(

一
五
〇
一)

歿
。
申
従�
、
字
は
次
韶
、
三
魁
堂

と
号
す
。
叔
舟
の
孫
、
慶
尚
道
高
霊
の
人
。
世
祖
二
年(

一
四
五
六)

生
、

成
宗
十
一
年

(

一
四
八
〇)

科
第
、
京
畿
道
観
察
使
等
を
経
て
、
燕
山
君

三
年

(

一
四
九
七)

歿
。

そ
し
て
、
安�
等
が
徐
注
に
補
削
を
加
え
活
字
刊
行
し
た
後
、
十
年
を

経
た
弘
治
十
五
年
に
至
り
、�
林

(

慶
州
府)

尹
の
慎
承
福
と
、
同
判
官

奇�
が
、
本
書
増
注
本
の
さ
ら
な
る
広
伝
を
謀
っ
て
版
刻
に
及
び
、
嘗
て

活
字
本
の
整
訂
に
関
わ
っ
た
安
氏
に
跋
を
求
め
て
き
た
、
と
い
う
の
で
あ

る
。
慎
承
福
の
伝
は
未
詳
、
慶
尚
道
居
昌
慎
氏
出
身
で
詮
の
子
、
承
命
、

承
善
の
弟
。
成
宗
朝
か
ら
燕
山
君
朝
頃
の
官
人
で
、
知
中
枢
府
事
に
至
る
。

奇�
も
同
時
期
の
官
人
。
字
遂
良
、
京
畿
道
幸
州
の
人
。
成
宗
二
十
一
年

(

一
四
九
〇)

登
第
、
藝
文
館
奉
教
等
を
歴
任
し
た
。
こ
の
両
名
の
跋
中

の
官
職
か
ら
言
う
と
、
本
版
は
慶
州
府
の
刊
行
と
見
ら
れ
る
が
、『

攷
事

撮
要』

の
冊
板
目
録
を
見
る
と
、
全
羅
道
羅
州
と
慶
尚
道
慶
州
の
項
に
そ

れ
ぞ
れ

｢

聯
珠
詩
格｣

と
あ
り
、
現
在
認
め
ら
れ
る
本
書
の
増
注
整
版
本

は
本
版
一
種
の
み
で
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
は
本
版
が
こ
の
慶
州
蔵
版
本
に

当
た
っ
て
い
る
。
ま
た
跋
中
、
先
行
の
活
字
本
と
新
版
の
繋
連
に
つ
い
て

は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
覆
刻
と
判
ぜ
ら
れ
る
増
注
甲
寅
字
刊

本
と
本
版
の
二
種
の
関
係
が
、
そ
の
ま
ま
宛
て
ら
れ
る
。

右
の
安
跋
を
見
る
と
、
徐
居
正
増
注
本
を
中
心
と
し
た
朝
鮮
朝
に
於
け

る
本
書
流
布
の
経
緯
が
窺
わ
れ
る
。
成
宗
十
六
年

(

一
四
八
五)

の
増
注

成
立
以
前
、
既
に
本
書
が
世
に
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
記
述
は
、
本
書
元

明
版
の
伝
来
を
意
味
し
、
或
い
は
、
前
掲
の
蔡
正
孫
単
注
本
二
種
の
伝
存

と
対
応
す
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
成
宗
朝
後
半
期
の
徐
居
正
増
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注
の
登
場
、
さ
ら
に
、
中
央
の
活
字
印
刷
と
地
方
の
整
版
印
刷
を
組
み
合

わ
せ
た
、
安
氏
、
慎
氏
等
の
文
臣
の
出
版
活
動
に
よ
っ
て
、
本
版
に
よ
る

｢

増
注
聯
珠
詩
格｣

流
布
の
情
況
が
生
み
出
さ
れ
た
。
こ
の
間
の
経
緯
は
、

印
刷
史
的
に
見
る
と
、
世
宗
朝
に
興
っ
た
出
版
活
動
の
延
長
上
に
位
置
す

る
も
の
で
、
そ
の
餘
慶
は
直
接
間
接
に
近
世
の
日
本
に
及
ん
だ
。

該
版
の
本
文
に
つ
い
て
、
既
述
の

[

南
北
朝]

刊
本
に
比
較
す
る
と
、

甲
寅
字
本
以
来
、
蔡
氏
評
釈
を
夾
注
と
し
て
後
掲
す
る
款
式
を
採
用
、
さ

ら
に
徐
氏
増
注
を
加
え
た
の
で
あ
る
が
、
詩
篇
及
び
蔡
注
に
関
す
る
限
り
、

校
合
を
妨
げ
る
よ
う
な
甚
し
い
相
異
は
認
め
ら
れ
な
い
。
本
文
の
構
成
に

関
わ
る
異
同
と
し
て
は
唯
一
、
巻
十
八

｢
用
幾
回
字
格｣

、
張
武
子

｢

閨

恨｣

篇
後
に
、[

南
北
朝]

刊
本

(

以
下
、
便
宜

｢
南
本｣

と
仮
称
す
る)

は
五
行
空
白

(

一
張
の
末
尾)

で
あ
る
の
に
対
し
、
該
本
で
は
作
者
名
を

欠
い
た

｢

謝
寄
羊
裘｣

一
篇
を
置
く
相
異
が
あ
る
。
た
だ
南
本
は
ま
た
、

同

｢

用
十
年
字
又
格｣

、
何
応
龍

｢

春
風
樓｣

篇
後
に
五
行
の
空
白

(
同

じ
く
一
張
の
末
尾)

を
有
す
る
が
、
こ
の
箇
所
に
は
該
本
も
別
篇
を
存
せ

ず
、
直
接
次
の

｢

用
辜
負
字
格｣

に
続
く
。
上
記
に
つ
い
て
、
日
本
の
文

化
元
年
刊
行
に
係
る
大
窪
詩
仏
校
訂
本
で
は
、
二
箇
所
共
に
詩
篇
を
存
し
、

標
注
に
よ
る
と

｢

元
板｣

と
校
合
し
て
、
前
者

｢

謝
寄
羊
裘｣

篇
に
は

｢

朱
文
公｣

の
作
者
名
、
後
者
に
は
葉
唐
卿

｢

自
賛｣

篇
を
存
す
る
。
二

箇
所
の
空
白
は
南
本
の
体
式
と
し
て
異
例
で
あ
る
上
、
両
者
共
に
蔡
氏
批

注
を
伴
う
か
ら
、
も
と
両
篇
を
存
し
て
い
た
が
、
何
ら
か
の
故
障
を
生
じ
、

該
本
に
そ
の
一
方
を
遺
存
し
た
、
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
顕
著
な

異
同
と
し
て
、
南
本
は
、
首
を
除
く
と
題
目
に

｢

精
刋｣

二
字
を
冠
す
る

巻
が
多
か
っ
た
が
、
該
本
で
は
全
て

｢

精
選
唐
宋
千
家
聯
珠
詩
格｣

の
形

に
統
一
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
尾
題
も
含
め
、
徴
し
得
る
限
り
全
て

の
朝
鮮
本
に
通
底
す
る
。
ま
た
毎
巻
首
第
二
行
の
署
名

｢

番
昜
黙
齋
于
濟

徳
夫｣

の

｢

番
昜｣

の
文
字
に
つ
き
、
該
本
は
全
て

｢

番
易｣

に
作
り
、

こ
れ
も
朝
鮮
諸
本
に
通
じ
て
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
二
字
は
、
于
氏
の
貫
籍

地

｢�
陽｣

の
略
で
あ
る
か
ら
、｢

昜｣

が
正
し
い
。
但
し
南
本
の
字
体

も
中
間
的
で
あ
る
上
、｢

易｣

の
混
用
が
見
ら
れ
、
ま
た
本
文
中

｢

周
易｣

等
、｢

易｣

と
あ
る
べ
き
字
を

｢

昜｣

に
も
作
る
か
ら
、
両
者
は
も
と
曖

昧
な
字
体
に
よ
り
相
互
に
通
用
さ
れ
、
南
本
に
は
そ
の
情
況
が
踏
襲
さ
れ

て
、
朝
鮮
本
で
は
、
活
字
翻
印
に
よ
っ
て

｢

易｣

に
統
一
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、[

南
北
朝]

刊
本
と
該
本
は
、
系
統
を
別
に

し
な
が
ら
根
源
を
一
に
し
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
活
字
に
よ
る
統
一
的
本

文
形
成
が
特
色
を
作
り
出
し
た
と
言
え
る
。

引
続
き

[
南
北
朝]

刊
本
と
の
異
同
を
見
る
と

(�)

、
南
本
序
―
十
一
後
四

｢

觀
者
不
譏
其
有
格｣

を
、
該
本
に

｢

不
識｣

に
作
り
、
目
―
六
後
四
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｢
用
多
少
字
／
用
消
磨
字

用
多
少
字
／
用
不
信
字

用
留
與
字｣

を

｢
用
多
少
字
／
用
消
磨
字

用
留
與
字
／
用
不
信
字｣

に
、
目
―
十
二
後

六

｢

用
不
用
字

用
了
字
／
○
巻
之
十
八

用
不
用
字｣

を

｢

用
不
用
字

用
不
用
字
／
○
巻
之
十
八｣

に
、
一
―
一
後
八
・
蘇
東
坡

｢

溪
陰
堂｣

(

侵
韻)

承
句｢
緑
槐
高
處
一
蝉
鳴｣

を｢

一
蝉
吟｣

に
、
一
―
五
後
十
・

林
鴻

｢

泊
湧
金
門｣

転
句

｢
此
景
此
詩
描
不
盡｣

を

｢

此
景
此
時｣

に
、

二
―
二
後
九
・(

蔡)

蒙
斎

｢
梅
花｣

結
句
注

｢

司
馬
公
賛
云
、
深
衣
大

布｣

を
、｢

深
布
大
帶｣

に
、
二
―
六
後
十
・
葉
苔
磯

｢

西
湖
値
雨｣

結

句

｢

變
作
元
暉
水
黒
圖｣

を

｢

水
墨
圖｣
に
、
二
―
八
後
二
・
李
宗
易

｢

静
居｣

前
聯
批

｢

為
一
身
之
主｣

を

｢

心
爲
一
身
之
主｣

に
、
三
―
二

前
十
・
竇
鞏

｢

別
墅
寄
兄｣

後
聯
批

｢

可
見
得
而
山
之
楽｣

を

｢

西
山
之

樂｣

に
作
り
、
三
―
五
後
一

｢

贐
別｣

篇
の
題
下
に

｢
鄭
谷｣

と
あ
り
、

三
―
十
二
前
三
・
賈
公�｢
諷
蔡
文
忠｣

篇
注｢

日
飲
醇
酣｣
を｢

醇
酎｣

に
、
四
―
二
前
三
・
杜
牧
之

｢

悵
別｣

篇
注

｢

愛
而
約
之
以
卜
年｣
を

｢

十
年｣

に
、
四
―
七
後
九
・
趙
小
山

｢

餞
別｣

後
聯
批

｢

惜
別
可
寧｣

を

｢

丁
寧｣

に
、
四
―
十
三
後
九
・
王
秋
江

｢

戲
為｣

後
聯
注

｢

言
尤
高

當
有
哩
會
処｣

を

｢�
會
処｣

に
、
四
―
十
四
後
九
・
韓�｢
翠
禽｣

後

聯
注

｢

勉
其
當
擇
地
而
陥｣

を

｢

擇
地
而
蹈｣

に
作
る
等
、
該
本
に
よ
っ

て
南
本
の
誤
り
を
正
し
得
る
箇
所
が
非
常
に
多
い
。
こ
の
う
ち
巻
一

｢

溪

陰
堂｣

、
巻
二

｢

梅
花｣

｢

西
湖
値
雨｣

｢

静
居｣

、
巻
三

｢

別
墅
寄
兄｣

篇

の
例
は
、
該
本
の
文
字
が
文
安
元
年
写
本
と
共
通
し
て
お
り
、
南
本
の
文

字
は
、
同
本
も
し
く
は
そ
の
底
本
に
特
有
の
誤
文
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
そ
の
他
の
箇
所
で
は
、
南
文
両
本
が
共
通
し
、
該
本
に
よ
っ
て
正

さ
れ
る
格
好
で
、
文
本
の
み
孤
立
す
る
場
合
は
比
較
的
稀
と
言
え
、
や
は

り
南
文
両
本
と
該
本
と
は
、
別
系
を
成
す
も
の
と
看
取
さ
れ
る
。
こ
れ
ら

の
異
同
は
、
徴
し
得
る
限
り
の
朝
鮮
諸
本
に
も
共
通
で
あ
る
か
ら
、
少
な

く
と
も
、
そ
の
淵
源
に
当
た
る
甲
寅
字
本
以
来
の
本
文
と
解
さ
れ
る
。
さ

ら
に
甲
寅
字
本
の
底
本
と
な
っ
た
版
本
に
ま
で
遡
る
か
ど
う
か
、
明
ら
か

な
誤
文
に
つ
い
て
は
、
徐
居
正
や
朝
鮮
朝
校
官
の
見
識
に
基
づ
く
変
更
と

い
う
可
能
性
も
保
留
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、
別
に
南
本
二
―

五
後
四
・
羅
隠

｢

杏
花｣

後
聯
批

｢

所
謂
榮
華
草
木
三
飄
風｣

の

｢

三｣

字

(｢

之｣

の
誤
り)

を
、
該
本
に
は
欠
き
、
三
―
二
後
三
・
王
荊
公

｢

夜
直｣

起
句｢

金
爐
香
燼
漏
聲
殘｣

を｢

香
盡｣

に
、
三
―
十
二
前
九
・

陳
希
夷｢

贈�
隠
者｣

起
句｢

事
不
関
身
皆
是
累｣

を｢

事
不
關
心｣

に
、

四
―
三
後
三
・
翁
施
龍

｢

過
鑑
湖｣

承
句

｢

今
日
烟
波
太
半
無｣

を

｢

大

半
無｣
に
、
四
―
九
前
二
・
無
名
氏｢

嵩
山
寺
壁｣

を｢

崇
山
寺
壁｣

に
、

四
―
十
六
後
二
・
唐
求

｢

題
常
樂
寺｣

前
聯
批

｢

摸
冩
梵
宮
佳
処｣

を

｢

描
冩｣

に
作
る
等
の
例
は
、
南
文
両
本
と
該
本
と
が
対
立
し
、
本
文
と
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し
て
は
ど
ち
ら
と
も
取
り
得
る
だ
け
に
、
全
て
意
改
と
見
な
す
わ
け
に
は

行
か
な
い
か
ら
、
先
に
挙
げ
た
事
例
の
幾
つ
か
も
、
甲
寅
字
本
以
前
の
本

文
に
基
づ
く
で
あ
ろ
う
。
な
お
南
本
に
三
―
四
前
二
・
韓�
詩
題
目

｢

尤

溪
道
中｣
を

｢
元
溪｣

に
誤
り
、
三
―
五
前
八
・(

黄)

山
谷

｢

示
姪｣

注

｢

山
谷
姪�
、
字
惟
深
、
小
字
韓
十
。
知
命
第
二
子
。
時�
隨
知
命
舟

行｣

の

｢�｣
を

｢
相｣
に
、
四
―
二
前
六
・
杜
牧
之

｢

悵
別｣

転
句

｢

如
今
風
擺
花
狼
藉｣

を

｢
花
狼
籍｣

に
、
四
―
八
前
五
・
韋
応
物

｢

即

日｣

転
句
批

｢

此
即
事
之
語｣

の

｢
此｣

を

｢

比｣

に
誤
る
等
の
例
は
、

該
本
に
も
同
様
に
正
文
を
得
な
い
こ
と
か
ら
、
両
者
別
系
と
い
え
ど
も
、

遠
く
源
を
一
に
す
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
南
本
序
―
一
前
一

｢

正
孫
詩
林
廣
記
陶
蘇
詩
話
二
編
殺

青
之
後｣

を
、
該
本
に

｢

詩
林
廣
紀｣

に
作
り
、
序
―
七
後
二

｢

無
一
不

招
誨
于
其
下｣

を

｢

不
抬
誨｣

に
、
序
―
十
後
二

｢

王

〈

淵
濟〉
道
可｣

を

｢

道
了｣

に
、
目
―
二
前
四

｢

第
一
句
疊
字
格｣

を

｢

第
二
句｣
に
、

目
―
十
後
五

｢

用
直
字｣

を

｢

用
真
字｣

に
、
一
―
七
前
九
・
王
秋
江

｢

戲
為｣

承
句

｢

字
若
羲
之
祗
俗
姿｣

の

｢

羲｣

を

｢

戈｣

左
傍
墨
釘
に
、

一
―
九
前
一

｢

起
聯
物
喩
人
對
格｣

の
編
目
を

｢

起
聯
喩
對
木
格｣

に
、

二
―
三
前
五
・
王
元
之｢

笋｣

後
聯
批｢�
善
於
比
物｣

を｢

雖
善
於
比｣

に
、
二
―
三
後
十
・(

劉
克
荘)

｢

葵
花

(�)｣

結
句

｢

不
似
葵
花
識
太
陽｣

を

｢

識
大
陽｣

に
、
三
―
五
前
八
・(

黄)

山
谷｢

示
姪｣

篇
注｢

山
谷
姪
相
、

字
惟
深
、
小
字
韓
十
。
知
命
第
二
子｣

を

｢

知
命
弟｣

に
、
同
十
一
・
同

転
句

｢

清
江
濯
足�
下
坐｣

を

｢

坐�
下｣

に
、
三
―
六
前
六
・(

方)

秋�｢
梅
邊

(�)｣

結
句

｢

爲
予
冩
作
百
梅
圖｣

を

｢

爲
子｣

に
、
三
―
十
一

前
十
・
朱
聖
錫

｢

贈
月
篷｣

後
聯
批

｢

非
其
他
貢
諛
者
比｣

を

｢

貢
諛
者

此｣

に
、
四
―
二
前
四
・
杜
牧
之

｢

悵
別｣

起
句

｢

自
恨
尋
芳
已
太
遅｣

を

｢

已
大
遅｣

に
作
り
、
四
―
五
前
七

｢

呉
越｣

篇
題
下

｢

唐
人｣

を
欠

き
、
四
―
五
後
七
・
蕭
雲
麓｢

晩
歩｣

承
句
批｢

二
字
佳｣

を｢

二
字
住｣

に
、
四
―
十
五
後
三
・
周
葵
窓｢

晩
春
湖
上｣

承
句｢

輕
寒
猶
是
牡
丹
天｣

を

｢

牧
丹
天｣

に
、
四
―
十
六
後
十
・(

蔡)

蒙
斎

｢

春
暮｣

転
句

｢

千

紅
萬
紫
都
狼
藉｣

を

｢

都
狼
籍｣

に
作
る
等
の
例
を
見
る
と
、
南
文
両
本

に
対
す
る
該
本
の
不
備
も
少
な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
、
必
ず
し
も
前
者
に
優

る
と
は
断
言
で
き
な
い
。
特
に
小
字
細
行
の
批
注
に
関
し
て
は
、
殆
ど
増

刪
の
見
ら
れ
な
い
枠
組
み
の
堅
実
さ
に
反
し
、
文
字
の
動
揺
が
相
応
に
甚

し
く
、
互
い
に
正
し
、
或
い
は
拮
抗
す
る
場
合
が�々
見
ら
れ
る
。
ま
た

巻
三

｢

示
姪｣

転
句
の
異
同
を
見
る
と
、
語
順
や
今
体
詩
の
平
仄
に
照
ら

し
て
、
該
本
の
方
が
正
し
く
見
え
る
が
、
黄
庭
堅
の
本
集
で
は
南
本
の
形

が
取
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
該
本
も
し
く
は
そ
の
依
拠
本
の
、
意
改
と

い
う
可
能
性
を
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
南
本
に
対
す
る
該
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本
の
誤
り
に
は
、
朝
鮮
諸
本
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
も
の
と
、
該
本
に
特

有
の
も
の
と
が
複
合
し
て
い
る
。
そ
こ
で
朝
鮮
諸
本
の
間
に
於
け
る
該
本

の
地
位
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
他
本
と
の
対
校
を
要
す
る
た
め
、
次
版
を

検
討
し
た
後
に
再
述
し
た
い
。

該
本
の
用
字
の
特
色
は
多
岐
に
渉
っ
て
い
る
が
、
端
的
な
事
例
の
み
に

言
い
及
ぶ
と
、
南
文
両
本
に
比
べ
、｢

惧｣
｢

学｣
｢

桐
子｣

｢�｣
｢

児｣

｢�｣
｢

渕｣
｢

実｣
｢

条｣
｢�｣

｢

荅｣
｢�｣

｢

従｣
｢�｣

｢

侭｣
｢

属｣

等
の
字
を
、｢

懼｣
｢

學｣
｢

童
子｣

｢
篇｣

｢

兒｣
｢

曹｣
｢

淵｣
｢

實｣
｢

條｣

｢

第｣
｢

答｣
｢

兩｣
｢

從｣
｢

等｣
｢

儘｣
｢

屬｣

に
作
り
、
ま
た
例
え
ば
、

批
注
に
頻
出
す
る｢

真
有
声
之
画｣

の
句
を｢
眞
有
聲
之
畫｣

に
作
る
等
、

略
字
俗
字
を
正
字
に
改
め
る
傾
向
が
あ
る

(�)
。
し
か
し
大
字
本
行
の

｢

畧｣

を

｢

略｣

に
、｢

解｣

を

｢

觧｣

に
、｢

窗｣

を

｢�｣
に
、｢

隨｣

を

｢

随｣

に
、｢

蓋｣

を

｢

盖｣

に
、｢

映｣

を

｢

暎｣

に
、｢

峽｣
を

｢

峡｣

に
作
る
等

(

小
字
細
行
は
必
ず
し
も
同
じ
か
ら
ず)

、
南
文
両
本
の
正
字

を
略
字
俗
字
に
改
め
た
字
種
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
や
は
り
、
全
般
に
南
文

両
本
と
対
立
し
、
他
の
朝
鮮
諸
本
と
は
共
通
す
る
異
同
と
認
め
ら
れ
る
。

南
文
両
本
は
、
共
に
元
本
に
基
づ
き
つ
つ
直
接
の
関
係
に
は
な
い
の
で
あ

る
か
ら
、
例
え
ば
南
文
両
本
に
通
底
し
て
い
る
、
批
注
を
略
体
に
作
る
方

針
等
は
、
初
刻
時
の
姿
を
伝
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
該

本
等
朝
鮮
本
の
用
字
は
、
依
拠
の
底
本
と
な
っ
た
別
の
元
明
本
と
言
う
よ

り
、
朝
鮮
朝
の
正
字
観
に
基
づ
く
甲
寅
字
の
運
用
に
従
っ
た
形
と
思
わ
れ

る
。
つ
ま
り
、
本
書
朝
鮮
諸
本
に
一
貫
し
て
、
銅
活
字
翻
印
に
よ
る
影
響

が
強
く
現
れ
て
お
り
、
誤
文
の
補
正
と
も
関
連
し
て
、
本
文
整
訂
の
著
し

い
系
統
と
見
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

以
下
に
本
版
の
諸
本
を
挙
げ
、
そ
の
伝
播
の
一
端
を
見
た
い
。

〈

高
麗
大
学
校
中
央
図
書
館
晩
松
文
庫

貴
五
六
Ｂ〉

一
冊

存
巻
四
至
六

丁
子
染
艶
出
表
紙

(

三
一
・
〇
×
二
〇
・
七
糎)

右
肩
よ
り
左
肩
に
か
け

打
付
に
五
次

｢

聯
珠
詩｣

墨
書
。
改
糸
。
前
見
返
し

｢

聯
珠
詩｣

他
、
書

込
多
し
。
巻
四
首
匡
郭
二
三
・
〇
×
一
六
・
五
糎
。
後
見
返
し
詩
草
。

墨
標
圏
、
傍
点
書
入
。
首
右
辺
外
下
方｢

大
明
成
化
乙
巳
開
刋
始
行
于
世｣

墨
書
、
末
尾
左
辺
外
に

｢

主
安
東
權
氏｣

墨
識
墨
滅
、
同
行
下

｢

主
永
川■ヽ

李｣

墨
識
、
首
並
に
第
二
葉
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢〈

安
／
東〉

〈

權
／
□
／

□〉
〈

□
／
□〉

藏｣

藍
印
記
を
存
す
。

｢
大
明
成
化｣

云
々
の
書
入
は
安
跋
に
拠
る
か
。
但
し
そ
の
場
合
、
成

化
乙
巳
は
徐
注
成
立
の
年
次
を
指
す
か
ら
、
本
書
の
取
意
は
正
確
で
な
い
。
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〈
高
麗
大
学
校
中
央
図
書
館
薪
庵
文
庫

貴
五
六〉

一
冊

存
巻
十
一
至
十
三
首
欠

丁
字
染
雷
文
繋
文
空
押
艶
出
表
紙

(

二
九
・
〇
×
二
〇
・
五
糎)

背
面
漢

字�
文
交
り
整
版
本
。
破
損
修
補
。
首
三
張
欠
。
巻
十
二
首
匡
郭
二
三
・

五
×
一
六
・
八
糎
。

巻
十
一
の
み
篇
目
朱
囲
、
稀
に
墨
鈔
補
、
標
注
書
入
。
末
尾
題
後

｢

聯
珠

詩｣

墨
書
、
同
行
下
に
花
押
を
存
す
。
首
に
石
形
陰
刻｢

青�｣
朱
印
記
、

単
辺
方
形
陽
刻
有
界

｢(

横書)
禹
鎭
／
第

[���]
號
／
臧
書｣

朱
印
記

([
]

内
ペ
ン
書)

あ
り
。

〈

高
麗
大
学
校
中
央
図
書
館
晩
松
文
庫

貴
五
六
Ｄ〉

一
冊

存
巻
十
七
至
十
八
首
尾
欠

表
紙
欠

(

三
一
・
二
×
二
一
・
六
糎)

。
首
三
張
欠
、
巻
十
八
第
五
張
以

下
欠
。
巻
十
八
首
匡
郭
二
三
・
五
×
一
六
・
九
糎
。

稀
に
藍
筆
に
て
標
圏
書
入
を
存
す
。

〈

延
世
大
学
校
中
央
図
書
館

貴
七
九
五
／
八
一
二.

一
三〉

二
冊

存
巻
五
至
八
首
尾
欠

巻
十
二
至
十
四
配
同
版
後
印
本

丁
子
染
艶
出
表
紙

(

三
二
・
九
×
二
〇
・
六)

左
肩
打
付
に

｢

聯
珠
詩
格

[
]｣

と
書
す
。
背
面
甲
寅
字
体
整
版
本
。
剥
離
し
た
前
見
返
し
背
面
に

別
筆
に
て｢

聯
珠
詩
格｣

と
、
又
別
筆
に
て
同
文
の
書
。
巻
五
首
一
張
欠
、

巻
八
第
二
十
四
張
以
下
欠
。
巻
六
首
匡
郭
二
四
・
二
×
一
六
・
八
糎
。

墨
標
傍
句
点
、
傍
圏
書
入
。
巻
六
、
七
尾
、
巻
七
、
八
首
に
単
辺
方
形
陽

刻

｢

鳳
城
／
後
人｣

朱
印
記
を
存
す
。

〈

延
世
大
学
校
中
央
図
書
館

八
一
二.

一
〇
八〉

四
冊

存
巻
四
至
六
十
至
十
五
十
八
至
二
十

朝
鮮
金
富
弼
旧
蔵

黄
檗
染
雷
文
繋
菊
花
文
空
押
艶
出
表
紙

(

三
二
・
七
×
二
一
・
二)

左
肩

打
付
に

｢

聯
珠
詩
格

〈

幾
之
幾〉｣

と
書
す
。
巻
四
首
匡
郭
二
三
・
三
×

一
六
・
七
糎
。

墨
標
圏
、
傍
点
、
欄
上
校
注
書
入
。
淡
縹
色
不
審
紙
を
存
す
。
毎
冊
前
見

返
し
に｢

後
彫
堂
蔵｣

墨
識(

金
富
弼)

、
別
筆
に
て
首
辺
外
に｢

金(

花押)｣

と
、
尾
辺
外
に

｢

光
城
家
寶｣

墨
識
、
首
冊
後
見
返
し
に
又
別
筆
に
て

｢

光
城
家
寶
巻
之
六｣

墨
識
あ
り
。

金
富
弼
、
字
は
彦
遇
、
後
彫
堂
と
号
す
。
光
山
金
氏
礼
安
派
の
人
。
中

宗
五
年

(

一
五
一
〇)

生
、
明
宗
朝
の
生
員
で
、
李
滉
の
門
弟
。
別
集

『

後
彫
堂
集』

あ
り
。
宣
祖
十
年

(

一
五
七
七)

歿

(�)

。
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〈
延
世
大
学
校
中
央
図
書
館

八
一
二.

一
〇
八〉

一
冊

存
巻
五
至
八
首
尾
欠

後
補
素
表
紙

(

三
一
・
三
×
二
〇
・
五
糎)

中
央
打
付
に

｢

聯
珠
詩

〈

巻

之
五〉｣

と
書
す
。
首
六
張
並
に
末
尾
欠
。

藍
句
点
、
傍
線
書
入
。
首
第
三
葉
並
に
毎
巻
首
辺
外
に

｢

主
金

(

花押)｣

墨
識
あ
り
。
首
に
単
辺
方
形
陰
刻

｢

社
堂
上

(

楷書)｣

墨
印
記
を
存
す
。

〈

台
北
・
故
宮
博
物
院

楊
氏
観
海
堂
旧
蔵
書〉

十
冊

渋
江
抽
斎
森
枳
園
清
黎
庶
昌
楊
守
敬
旧
蔵

後
補
藍
色
艶
出
表
紙

(

三
一
・
六
×
二
一
・
二
糎)

第
八
至
十
冊
左
肩
打

付
に

｢

聯
珠
詩
格

〈

巻
幾
幾〉｣

と
朱
書
す
。
改
糸
、
素
絹
包
角
。
天
地

截
断
、
襯
紙
改
装
。
前
後
副
葉
。
原
序
、
総
目
を
存
し
本
文
。
毎
冊
二
巻
。

末
尾
に
安
跋
を
存
す
。

前
半
間
々
朱
竪
傍
点
、
傍
圏
、
句
圏

(

詩
篇)

、
句
点

(

注)

書
入
、
稀

に
欄
上
墨
補
注
、
極
稀
に
校
改
書
入
。
縹
色

(

浅
葱
色
、
代
赭
色)

不
審

紙
を
存
す
。
毎
奇
数
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

弘
前�
官
澀
／
江
氏
蔵
書

記

(

楷書)｣

朱
印
記

(

渋
江
抽
斎
所
用)

、
単
辺
亀
甲
形
陽
刻

｢

森
氏
開
萬

／
冊
府
之
記

(

楷書)｣

朱
印
記

(

森
枳
園
所
用)

、
首
並
に
巻
首
に
方
形
陰

刻

｢

遵
義
黎
／
庶
昌
之
印｣

朱
印
記
、
首
並
に
第
九
冊
首
に
単
辺
方
形
陽

刻

｢

星
吾
海
／
外
訪
得
／
秘
笈｣

、
方
形
陰
刻

｢

飛
青
／
閣
臧
／
書
印｣

朱
印
記

(

二
顆
、
楊
守
敬
所
用)

を
存
す
。

楊
氏

『

日
本
訪
書
志』

巻
十
三
録

(�)

。

〈

延
世
大
学
校
中
央
図
書
館

貴
七
九
五
／
八
一
二.

一
三
の
う
ち〉

存
巻
十
二
至
十
四
尾
欠

巻
五
至
八
配
同
版
早
印
本

三
巻
を
存
す

(

三
冊
の
う
ち
一
冊)

。
素
表
紙

(

三
三
・
〇
×
二
一
・
五

糎)

左
肩
打
付
に

｢

聯
珠
詩｣

と
書
す
。
紙
釘
仮
綴
じ
。
巻
十
四
第
十
三

張
以
下
欠
。
巻
十
二
首
匡
郭
二
三
・
八
×
一
六
・
五
糎
。

欄
上
墨
標
注
書
入
。
首
辺
外

｢

主
光
山
金

(

花押)｣

墨
識
。
首
並
に
巻
十

二
第
二
十
二
張
前
半
に
単
辺
方
形
陽
刻｢

宗
家
／
寶
藏｣

朱
印
記
を
存
す
。

〈

高
麗
大
学
校
中
央
図
書
館
晩
松
文
庫

貴
五
六
Ｃ〉

一
冊

存
巻
一
至
四
尾
欠

表
紙
欠

(

三
三
・
五
×
二
一
・
二
糎)

。
原
序

(

首
一
張
半
欠)

、
総
目
を

存
し
本
文
。
巻
四
末
半
張
欠
。
巻
首
匡
郭
二
三
・
四
×
一
六
・
八
糎
。

〈

誠
庵
古
書
博
物
館

四
―
二
八
二

(

一
〇
六
六)〉

三
冊

存
巻
九
至
十
二
尾
欠
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巻
十
三
至
十
六
十
八
至
二
十
各
配
同
版
別
伝
本

後
補
焦
茶
色
艶
出
表
紙

(

三
一
・
二
×
二
一
・
七
糎)

。
巻
十
二
尾
三
張

欠
。
巻
九
首
匡
郭
二
三
・
五
×
一
六
・
八
糎
。

稀
に
墨
傍
点
、
毎
巻
首
欄
上

｢

唐
宋｣

標
注
書
入
。
首
尾
に
単
辺
方
形
陽

刻
不
明
朱
印
記
四
顆
、
重�
し
て
同
墨
印
記
一
顆
を
存
す
。

〈

誠
庵
古
書
博
物
館

四
―
二
八
二

(

一
〇
六
六)

の
う
ち〉

存
巻
十
三
至
十
六

巻
九
至
十
二
十
八
至
二
十
各
配
同
版
別
伝
本

四
巻
を
存
す

(

三
冊
の
う
ち
一
冊)

。
後
補
焦
茶
色
艶
出
表
紙

(

三
一
・

三
×
二
一
・
四
糎)

外
皮
殆
ど
剥
離
、
露
出
し
た
素
紙
左
肩
打
付
に

｢

精

選
唐
宋
聯
珠
詩｣

と
大
書
す
。
後
見
返
し
詩
草
。
巻
十
三
首
匡
郭
二
三
・

四
×
一
六
・
六
糎
。

墨
傍
点
書
入
。
首
に

｢

冊
主
金

(

花押)｣

墨
識
並
に
鐘
形
不
明
、
双
辺
円

形
中
単
辺
方
形
陽
刻
不
明
墨
印
記
、
尾
に

｢

李

(

花押)｣

墨
識
を
存
す
。

〈

誠
庵
古
書
博
物
館

四
―
二
八
二

(

一
〇
六
六)

の
う
ち〉

存
巻
十
八
至
二
十
首
尾
欠

巻
九
至
十
二
巻
十
三
至
十
六
各
配
同
版
別
伝
本

三
巻
を
存
す

(

三
冊
の
う
ち
一
冊)

。
外
皮
剥
落
表
紙

(

三
二
・
八
×
二

一
・
六
糎)

左
肩
打
付
に｢

聯
珠
詩
二｣

と
書
す
。
背
面｢

書
傳�
解(

柱題)｣

活
字
本

(

毎
半
張
十
行
、
白
口
花
口
魚
尾)

巻
五
等
。
首
四
張
、
尾
三
張

欠
。
巻
十
九
首
匡
郭
二
三
・
三
×
一
六
・
五
糎
。

墨
傍
圏
、
傍
点
、
補
注
書
入
あ
り
。

〈

韓
国
学
中
央
研
究
院
蔵
書
閣

Ｄ
五
Ｃ
・
九
〇

(

フ
ィ
ル
ム)〉

一
冊

存
巻
十
三
至
十
六

表
紙
左
辺
打
付
に

｢

聯
珠
詩｣

と
大
書
し
、
中
央
打
付
に
別
筆
に
て
又

｢

聯
珠
詩｣

と
大
書
す
。
見
返
し
詩
草
。

墨
欄
上
標
圏

(

毎
篇
首)

、
補
注
書
入
。
首
に
方
形
陽
刻
不
明
印
記
あ
り
。

同

[

江
戸
初]

刊

覆
朝
鮮
甲
寅
字
刊
増
注
本

甲
寅
字
増
注
本
は
、
朝
鮮
朝
に
続
い
て
、
日
本
で
も
覆
刻
さ
れ
た
。
そ

の
正
確
な
刊
行
時
期
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
後
述
す
る
寛
永
九
年
後
印
本

の
存
在
か
ら
、
寛
永
年
間

(

一
六
二
四
―
四
四)

半
ば
を
遡
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
上
限
に
つ
い
て
は
明
徴
を
欠
く
が
、
版
本
の
様
式
を
見
る
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と
、
室
町
末
近
世
初
以
前
に
遡
る
と
は
思
わ
れ
な
い
か
ら
、
明
弘
治
十
五

年

(
一
五
〇
二)

即
ち
成
宗
二
十
三
年
頃
刊
行
の
前
掲
覆
版
よ
り
も
後
出

で
あ
ろ
う
。
た
だ
彫
板
は
精
確
で
、
そ
の
寸
法
や
字
様
を
見
る
と
、
弘
治

覆
版
で
は
な
く
直
接
甲
寅
字
本
に
拠
っ
た
も
の
と
知
ら
れ
る
。
な
お
、
こ

れ
ら
の
覆
刻
甲
寅
字
増
注
本
二
種
は
混
同
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
、
実
際

に
、
日
本
版
を
誤
っ
て
朝
鮮
版
と
著
録
す
る
事
例
が
見
受
け
ら
れ
る
。
以

下
、
版
本
の
概
要
に
つ
き
、
甲
寅
字
本
や
弘
治
刊
本
と
異
な
る
点
を
記
す
。

題
簽
あ
り
、
双
辺

｢

聯
珠
詩
格

〈
幾
之
幾〉｣

。

首
に
原
序
三
篇
と
総
目
を
存
す
る
こ
と
諸
本
に
同
じ
、
款
式
字
様
、
前
版

に
同
じ
。

巻
首
題
目
と
本
文
内
容
も
前
版
に
同
じ
。
但
し
諸
本
の
詩
句
本
文
の
右
に

附
さ
れ
た
傍
点
に
つ
い
て
、
本
版
で
は
右
傍
の
界
線
を
、
字
間
に
合
わ
せ

区
切
る
の
み
に
て
点
の
形
を
成
さ
ず
、
巻
首
以
外
で
は
こ
の
処
置
を
も
殆

ど
欠
く
。
な
お
圏
発
に
つ
い
て
は
、
存
す
る
限
り
諸
本
の
形
に
従
う

(
図

版
八)

。
各
巻
張
数
も
ほ
ぼ
前
版
に
同
じ
、
但
し
巻
十
四
は
、
前
版
に
は

二
十
五
張
で
あ
っ
た
も
の
を
、
本
版
に
は
尾
題
の
み
存
す
る
第
二
十
六
張

を
存
し
、
却
っ
て
甲
寅
字
本
の
原
態
を
反
映
す
る
か
と
見
ら
れ
る
。

単
辺

(

二
五
・
〇
×
一
六
・
七
糎)

有
界
、
毎
半
張
九
行
、
行
十
七
字
。

甲
寅
字
体
。
版
心
中
黒
口
、
双
線
黒
魚
尾

(

対向)

間
題

｢

聯
珠
詩
幾｣

、

張
数
。
寸
法
の
他
、
前
版
に
同
じ
。

該
版
の
本
文
を
、
既
に
見
た

[

南
北
朝]

刊
本
や
弘
治
十
五
年
跋
刊
本

(

以
下

｢

弘
本｣

と
略
称)

に
比
較
す
る
と
、
大
略
、
南
本
に
対
立
す
る

点
に
於
い
て
、
該
本
は
弘
本
に
共
通
す
る
。
例
え
ば
前
節
で
、
弘
本
に
よ
っ

て
南
本
の
誤
り
を
正
し
得
る
と
し
た
箇
所
は
、
全
て
該
本
も
弘
本
に
同
文

で
あ
る
。
弘
本
と
該
本
は
共
に
甲
寅
字
本
の
覆
版
で
あ
る
か
ら
、
こ
う
し

た
箇
所
は
甲
寅
字
本
以
来
の
本
文
を
汲
む
も
の
と
見
ら
れ
る
。
た
だ
弘
本

と
該
本
を
比
較
す
る
と
、
両
者
の
異
な
っ
て
い
る
箇
所
も
皆
無
で
は
な
い
。

例
え
ば
南
本
と
弘
本
が
対
立
し
、
明
ら
か
に
後
者
が
誤
っ
て
い
る
箇
所
に

於
い
て
、
該
本
も
多
く
同
様
に
誤
る
が
、
南
本
序
―
七
後
二

｢

無
一
不
招

誨
于
其
下｣

を
、
弘
本
が｢

不
抬
誨｣

に
誤
る
所
、
該
本
は
誤
ら
ず
、
目
―

二
前
四

｢

第
一
句
疊
字
格｣

を

｢

第
二
句｣

と
誤
ら
ず
、
一
―
七
前
九
・

王
秋
江

｢

戲
為｣

承
句

｢

字
若
羲
之
祗
俗
姿｣

の

｢

羲｣

に
墨
釘
を
用
い

ず
、
一
―
九
前
一

｢

起
聯
物
喩
人
對
格｣

の
編
目
を

｢

起
聯
喩
對
木
格｣

と
せ
ず
、
三
―
六
前
六
・(

方)

秋�｢
梅
邊｣

結
句

｢

爲
予
冩
作
百
梅

圖｣

を

｢

爲
子｣

と
せ
ず
、
四
―
二
前
四
・
杜
牧
之

｢

悵
別｣

起
句

｢

自

恨
尋
芳
已
太
遅｣

を

｢

已
大
遅｣

と
せ
ず
、
四
―
五
後
七
・
蕭
雲
麓

｢

晩

歩｣

承
句
批

｢

二
字
佳｣

を

｢

二
字
住｣

と
せ
ず
、
四
―
十
五
後
三
・
周

葵
窓

｢

晩
春
湖
上｣

承
句

｢

輕
寒
猶
是
牡
丹
天｣

を

｢

牧
丹
天｣

と
し
な
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���������������



い
等
、
該
本
で
は
南
本
と
同
文
に
作
っ
て
誤
ら
な
い
例
を
見
る
と
、
弘
本

は
相
応
に
、
独
自
の
誤
文
を
含
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
甲
寅
字
本
と

直
接
対
比
可
能
な
箇
所
で
見
る
と
、
二
十
―
十
六
後
八
・
陳
后
山

｢

以
竹

杖
供
仁
山
主｣
後
聯
批

｢

此
是
老
僧
一
生
用
不
尽
底｣

の

｢

一｣

字
を
、

弘
本
に
は
欠
く
が
、
甲
寅
字
本
、
該
本
共
に
こ
れ
を
欠
か
な
い
。
弘
本
誤

文
の
原
因
は
、
覆
刻
時
の
故
障
が
第
一
に
考
え
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
朝
鮮

銅
活
字
本
の
常
態
と
し
て
、
印
出
後
の
校
改
に
複
数
段
階
を
生
じ
て
い
た

こ
と
も
、
視
野
に
収
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
れ
に
関

連
し
て
、
目
―
十
後
五｢

用
直
字｣

を
、
弘
本
は｢

用
真
字｣

と
誤
る
が
、

該
本
は
弘
本
同
様
に
作
り
な
が
ら
右
傍
に

｢
直
乎｣

と
細
字
を
附
刻
し
、

二
―
三
前
五
・
王
元
之

｢

笋｣

後
聯
批

｢�
善
於
比
物｣

を
、
弘
本
が

｢

雖
善
於
比｣

と

｢

物｣

字
を
欠
く
の
に
対
し
、
該
本
は
二
格
に

｢

於
比

物｣

三
字
を
収
め
、
四
―
八
前
五
・
韋
応
物

｢

即
日｣

転
句
批

｢
比
即
事

之
語｣

と
、
諸
本
に
誤
る
所
を

｢

此｣

に
作
る
等
、
甲
寅
字
本
以
前
か
ら

と
思
わ
れ
る
誤
文
を
、
独
自
に
改
め
た
所
が
あ
る
か
ら
、
全
て
弘
本
の
覆

刻
の
誤
り
に
由
来
す
る
の
で
は
な
く
、
部
分
的
に
は
該
本
の
校
改
ま
た
は

意
改
に
帰
す
る
可
能
性
を
存
す
る
。
ま
た
比
較
的
少
数
で
は
あ
る
が
、
南

本
一
―
八
後
二
・
楊
時
可

｢

求
硯｣

篇
注

｢

時
人
呼
曰�
公｣

を
、
該
本

に

｢

時
以
呼｣

に
作
り
、
二
―
六
前
一

｢

後
聯
以
物
比
物
格｣

編
目
を

｢

北
物
格｣

に
、
四
―
一
前
八
・
李
太
白

｢

蘇
臺｣

後
聯
批

｢

此
語
有
感

慨
意｣

を

｢

咸
概
意｣

に
、
四
―
七
後
三
・
張
国
香

｢

遇
友
復
別｣

起
句

｢

梅
花
江
上
訴
心
期｣

を

｢

江
止｣

に
作
る
等
の
例
は
、
該
本
の
誤
り
と

見
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
弘
本
に
は
誤
っ
て
お
ら
ず
、
常
に
該
本
の
み
が

甲
寅
字
本
を
正
し
く
反
映
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
字
体
の
問
題
に
つ
い
て

は
ほ
と
ん
ど
弘
本
と
同
じ
方
針
に
則
る
か
ら
、
例
証
を
繰
り
返
す
こ
と
は

し
な
い
が
、
や
は
り
両
者
相
俟
ち
、
甲
寅
字
本
の
姿
を
映
す
こ
と
が
確
認

さ
れ
る
。

右
に
は
元
本
と
の
関
係
を
軸
に
考
証
を
進
め
て
き
た
都
合
上
、
徐
居
正

の
増
注
に
は
触
れ
ず
に
来
た
が
、
こ
こ
で
徐
注
に
つ
き
弘
本
と
比
較
し
て

み
る
と
、
共
に
甲
寅
字
本
に
基
づ
き
異
同
は
稀
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
弘

本
一
―
四
前
六
左
・
夏
竦

｢

及
第｣

後
聯
注

｢

有
老
宦
者
曰｣

を
、
該
本

に

｢

有
者
宦
者
曰｣

に
作
り
、
二
―
二
後
二
右
・
東
坡

｢

虔
州
寺｣

題
注

｢

本
集
註
虔
州
八
境
圖｣

を

｢

本
集
詩｣

に
、
四
―
十
一
後
九
左
・
韋
応

物

｢

即
日｣

前
聯
注

｢

許
由
巣
父
之
比
也｣

を

｢

此
也｣

に
、
七
―
一
後

八
左
・
陳
筑

｢

春
晴｣

篇
注

｢

既
至
官
惑
一
倡
周
氏｣

を

｢

至
宮｣

に
、

八
―
二
十
四
後
九
右
・
魏
菊
荘

｢

贈
冩
神
傅
生｣

後
聯
注

｢

禮
記
、
良
冶

之
子
必
學
爲
裘｣

を

｢

良
冶
之
予｣

に
、
十
―
三
前
五
左
・
張
蒙
泉

｢

一

逕｣

篇
注

｢
往
來
無
心
而
領
取
洒
落
之
景｣

を

｢

領
取
酒
落｣

に
、
十
―
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二
十
九
前
五
・
陳
亜

｢

次
周
輔
韻｣

転
句
注

｢�
、
不
可
也
。
後
漢
呂
布

指
劉
備
曰
、
是
兒
最�
信
耐
忍
也｣

の

｢�｣
を

｢

巨｣

に
、
十
一
―
十

九
前
四
左
・
張
安
国

｢

約
食
河
豚｣

題
注

｢

肝
與
卵
人
食
之
必
死｣

を

｢

肝
與
卯｣
に
、
十
二
―
七
後
七
左
・
方
秋�｢
談
命
蘇
秦｣

転
句
注

｢

其
以
三
寸
舌
下
齊
七
十
餘
城｣

を

｢

齋
七
十
餘
城｣

に
、
十
三
―
二
十

前
六
右
・
劉
克
斎

｢

春
晩｣
承
句
注

｢

東
坡
詩
、
花
香
襲
杖�｣
を

｢

枝

�｣
に
、
十
四
―
二
十
四
後
七
右
・(

方)

秋�｢
山
眠｣

篇
注

｢

明
朗

可
容
一
榻｣

を

｢

明�｣
に
作
る
等
の
例
は
、
み
な
該
本
の
誤
り
で
あ
っ

て
、
字
形
の
類
似
に
由
来
す
る
不
備
で
あ
る
こ
と
も
、
容
易
に
想
像
が
つ

く
。
右
は
偶
々
気
付
き
得
た
例
を
記
し
た
の
み
で
あ
る
が
、
一
方
で
、
弘

本
二
十
―
一
前
八
右
・
呉
融

｢

華
清
宮｣

起
句
注

｢
有�
溜
澗
水｣

を
、

該
本
に

｢

洪
溜｣

に
作
り
、
二
十
―
十
七
前
九
左
・
蕭
氷�｢
上
巳｣

篇

注

｢

長
安
木
邊
多
麗
人｣

を

｢

水
邊｣

に
作
る
が
、
こ
れ
ら
の
箇
所
で
は

甲
寅
字
本
と
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
、
い
ず
れ
も
該
本
が
底
本
に
忠
実
と

判
明
す
る
か
ら
、
や
は
り
相
互
の
参
考
が
欠
か
せ
な
い
。

以
下
、
該
版
諸
伝
本
の
現
況
を
列
記
す
る
。

〈

宮
内
庁
書
陵
部

五
五
七
・
一
三〉

十
冊

栗
皮
表
紙(

三
一
・
八
×
二
一
・
二
糎)

左
肩
刷
題
簽
を
貼
附
。
五
針
眼
、

改
糸
。
一
部
裏
打
修
補
。
原
序
、
総
目
を
存
し
本
文
。
毎
冊
二
巻
。

[

江
戸
初]

朱
竪
傍
句
点
、
同
墨
返
点
、
連
合
符
、
送
仮
名
書
入
。
別
朱

竪
傍
句
点
、
間
々
返
点
、
送
仮
名
、
同
朱
墨
欄
上
行
間
補
注
書
入
あ
り
。

毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻｢

藤�
／
原
豊｣

朱
印
記(

七
条
隆
豊
所
用
か)

、

同

｢

詩
僊
／
堂
印｣

朱
印
記

(

石
川
丈
山
所
用
か)

を
存
す
。
第
七
冊
尾

に

｢

嘉
永
七
年
甲
寅
五
月
喜
施
／

(

低
八
格

)

以
文
會
社
中｣

墨
識
あ
り
。

〈

東
洋
文
庫

Ⅳ
・
一
・
八
二
九〉

十
冊

栗
皮
表
紙

(

三
一
・
八
×
二
一
・
二
糎)

左
肩
刷
題
簽
を
貼
附
。
中
央
打

付
に

｢

大｣

と
白
書
、
右
下
方

｢

ロ
ノ
六｣

墨
書
、
左
下
方

｢

ラ
ノ
四｣

朱
書
。
本
文
楮
打
紙
、
虫
損
修
補
。
五
針
眼
、
改
糸
。
見
返
し
並
に
前
後

副
葉
新
補
。
原
序
、
総
目
を
存
し
本
文
。
毎
冊
二
巻
。
巻
三
第
十
九
張
を

巻
三
末
尾
に
錯
綴
す
。

首
の
み

[

江
戸
初]

墨
返
点
、
連
合
符
、
送
仮
名
書
入
あ
り
。

〈
市
立
米
沢
図
書
館

米
澤
善
本
一
三
七〉

十
冊

黄
檗
染
雷
文
繋
蓮
華
唐
草
文
空
押
艶
出
表
紙(

三
一
・
二
×
二
一
・
二
糎)

左
下
方
打
付
に
冊
数
、
中
央
に

｢

集
十
五｣

と
書
す
。
左
肩
淡
縹
色
雲
霞

波
濤
文
様
の
題
簽
を
後
補
し
、
別
筆
に
て

｢

唐
宋
聯
珠
詩
格｣

と
書
す
。
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五
針
眼
、
改
糸
。
本
文
楮
打
紙
。
原
序
、
総
目
を
存
し
本
文
。
毎
冊
二
巻
。

朱
竪
句
点
、[

江
戸
初]

墨
返
点
、
連
合
符
、
送
仮
名
書
入
、
淡
黄
、
淡

紅
不
審
紙
あ
り
。
末
冊
後
見
返
し
に
単
辺
円
形
陰
刻
不
明
墨
印
記
、
毎
冊

首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

米
澤
藏
書

(

楷書)｣

朱
印
記
を
存
す

(�)

。

〈

東
京
大
学
文
学
部
漢
籍
コ
ー
ナ
ー

集
部
・
総
集
類〉

十
冊

香
色
艶
出
表
紙

(

三
〇
・
三
×
一
九
・
四
糎)

、
第
五
、
九
、
十
冊
は
左

肩
打
付
に

｢

聯
珠
詩
格｣

と
書
す
。
五
針
眼
。
淡
青
包
角
。
毎
冊
前
見
返

し
に
篇
目
を
列
記
す
。
原
序
、
総
目
を
存
し
本
文
。
毎
冊
二
巻
。

朱
竪
句
点
、
傍
圏
、
欄
上
朱
墨
韻
字
詩
語
等
標
注
、
校
注

(｢

江
本｣

｢

江

戸
大
本
標
註｣

｢

詩
人
玉
屑｣

参
照

(�))
校
改
、
本
文
返
点
、
連
合
符
、
音

訓
送
仮
名
書
入
、
代
赭
色
不
審
紙
あ
り
。
毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

良

臣
／
之
印｣

朱
印
記
、
巻
首
並
に
毎
冊
首
に

｢

讓
／
□｣

朱
印
記
、
毎
冊

尾
に
単
辺
円
形
陽
刻

｢

吟
／
風
弄
／
月｣

朱
印
記
、
巻
二
十
首
題
下
に
単

辺
紡
錘
形
陽
刻

｢

柳
皋｣

朱
印
記
を
存
す

(�)
。

〈

慶
應
義
塾
大
学
斯
道
文
庫

九
二
一
・
ト
八
八
・
一
〇〉

十
冊

大
正
九
年
塩
谷
青
山
批
校
書
入

焦
茶
色
雷
文
繋
松
樹
文
空
押
艶
出
表
紙

(

三
二
・
四
×
二
一
・
二
糎)

左

肩
刷
題
簽
を
貼
附
、
押
し
八
双
あ
り
。
五
針
眼
。
原
序
、
総
目
を
存
し
本

文
。
毎
冊
二
巻
。

全
編
に

[

江
戸
初]

墨
筆
に
て
返
点
、
連
合
符
、
送
仮
名
、
間
々
欄
上
校

補
注
書
入
、
朱
筆
に
て
附
訓
補
正
書
入
、
首
に
単
辺
円
形
陽
刻

｢

今
／
枝

／
氏｣

朱
印
記
を
存
す
。
ま
た
青
山
筆
に
て
朱
傍
点
、
附
訓
改
正
、
欄
外

標
校
補
批
注
、
藍
句
点
書
入
あ
り
、
第
三
冊
尾

｢

大
正
庚
申
四
月
／
初
二

夕
細
雨
適
／
簷｣

、
第
四
冊
尾

｢

大
正
庚
申
啓
蟄
風
雨
連
朝

青
山｣

以
下
、
巻
十
九
尾

｢

大
正
九
年
五
月
病
餘
一
閲
卒
業

青
山｣

等
の
識
語

を
附
す
。
巻
十
一
第
五
・
六
張
間
に
某
年
二
月
十
八
日
付
竹
井
耕
一
郎
染

筆

｢

塩
谷
青
山
先
生｣

宛
書
簡
を
差
夾
む
。

〈

北
京
大
学
図
書
館

□
三
九
三
〇〉

十
冊

今
泉
雄
作
旧
蔵

丹
雷
文
繋
雨
龍
文
空
押
艶
出
表
紙

(

三
一
・
三
×
二
一
・
三
糎)

左
肩
刷

題
簽
を
貼
附
、
押
し
八
双
あ
り
。
五
針
眼
。
原
序
、
総
目
を
存
し
本
文
。

毎
冊
二
巻
。

間
々
朱
竪
傍
句
点
書
入
。
毎
冊
前
表
紙
並
に
首
尾
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

无

礙
菴

(
楷書)｣

朱
印
記

(

今
泉
雄
作
所
用)

を
存
す

(�)

。
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〈
大
韓
民
国
国
立
中
央
図
書
館

古
五
・
七
六
・

一
一〉

五
冊

朝
鮮
総
督
府
図
書
館
旧
蔵

後
補
香
色
表
紙

(

二
九
・
五
×
二
〇
・
〇
糎)

左
肩
打
付
に

｢

聯
珠
詩
格

幾｣

と
書
す
。
天
地
截
断
。
原
序
、
総
目
を
存
し
本
文
。
毎
冊
四
巻
。

[

江
戸
前
期]

朱
竪
句
点
、
墨
返
点
、
連
合
符
、
音
訓
送
仮
名
、
稀
に
朱

墨
補
注
書
入
。
毎
奇
数
冊
首
に
三
辺
方
形
陽
刻

｢

雪
／
岑｣

朱
印
記
、
毎

冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

朝
鮮
總
督
／
府
圖
書
館
／
臧
書
之
印｣

朱
印
記

を
存
す
。
縹
色
不
審
紙
あ
り

(�)
。

〈Y
ale
U
niversity

B
einecke

Library
Y
A
J/11a/1b〉

一
冊

存
巻
十
三
至
十
六

守
山
藩
主
松
平
頼
寛
旧
蔵

縹
色
艶
出
表
紙

(

二
九
・
七
×
二
一
・
〇
糎)

左
肩
双
辺
刷
枠
題
簽
を
貼

布
し

｢

唐
宋
千
家
聯
珠
詩
格

〈

自
巻
十
三
至
巻
十
六〉｣

と
書
す
。
改
糸
。

巻
十
三
首
匡
郭
二
四
・
七
×
一
六
・
八
糎
。

[

江
戸
初]

朱
竪
句
点
、
傍
圏
、
同
墨
返
点
、
連
合
符
、
音
訓
送
仮
名
書

入
あ
り
。
首
に
単
辺
瓢
形
陽
刻

｢

觀
濤
閣｣

朱
印
記

(

松
平
頼
寛
所
用)

を
存
す
。

寛
永
九
年

(

一
六
三
二)

印

(

京
村
上
平
樂
寺)

以
下
の
伝
本
は
、
大
尾
題
前
三
行
を�
改
し
双
辺
有
界

｢

惟�
寛
永
第

九
壬
申
仲
春
甲
辰
／

於
二
條
玉
屋
町
村
上
平
樂
寺

〈

雕
開〉｣

蓮
牌
木

記
を
存
す

(

図
版
十
・
十
一)

。
こ
れ
ら
は
往
々
寛
永
九
年
刊
本
と
著
録

さ
れ
る
が
、
有
刊
記
本
の
印
面
を
観
察
す
る
と
、
前
掲
の
無
刊
記
諸
本
に

比
べ
同
版
、
い
ず
れ
も
僅
か
な
が
ら
後
印
と
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
本
文
中

に
板
木
の
補
修
は
見
出
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
京
の
書
肆
村
上

平
楽
寺
に
よ
る
後
印
本
と
し
た
。

〈

陽
明
文
庫

レ
・
二
二〉

十
冊

黄
檗
染
雷
文
繋
蓮
華
唐
草
文
空
押
艶
出
表
紙(

二
九
・
六
×
二
〇
・
九
糎)

左
肩
打
付
に

｢

聯
珠
詩
格

〈

幾
之
／
幾〉｣

と
書
す
。
押
し
八
双
。
本
文

楮
打
紙
。
前
副
葉
。
原
序
、
総
目
を
存
し
本
文
。
毎
冊
二
巻
。
巻
首
匡
郭

二
四
・
九
×
一
六
・
七
糎
。

[

江
戸
初]

墨
返
点
、
連
合
符
、
音
訓
送
仮
名
書
入
、
巻
一
の
み
朱
竪
傍

点
、
欄
上
行
間
校
注
書
入
あ
り
。

〈
お
茶
の
水
図
書
館
成
簣
堂
文
庫〉

十
冊

明
治
三
十
六
年
徳
富
蘇
峰
圏
点
書
入

栗
皮
表
紙

(
二
九
・
〇
×
二
〇
・
五
糎)

左
肩
刷
題
簽
を
貼
附
。
中
央
打
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付
に
徳
富
蘇
峰
筆
に
て

｢

寛
永
板
／
珍

(

大字)｣

、
右
下
方

｢

共
十
／
乾｣

と
朱
書
す
。
改
糸
。
虫
損
修
補
。
原
序
、
総
目
を
存
し
本
文
。
毎
冊
二
巻
。

巻
十
三
第
二
十
四
、
二
十
三
張
錯
綴
。

[

江
戸
初]
朱
竪
句
点
、
同
朱
墨
返
点
、
連
合
符
、
送
仮
名
、
墨
欄
上
校

注
書
入
あ
り
。
毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

若
王
藏｣

朱
印
記
を
存
す
。

又
蘇
峰
朱
筆
に
て
傍
点
、
青
鉛
筆
に
て
傍
点
、
標
傍
圏
書
入
、
第
三
冊
尾

左
辺
外
下
方
に

｢

明
治
三
十
六
年
九
月
念
八
夕
批

〈

蘇
峰
生〉｣

、
第
四
冊

尾
題
前
に

｢

此
書
幼
時
嘗
瞥
讀
焉
今
ヽ因
得
購
這
冊
子
重
寓
／
目
矣
玉
石
混

合
雖
極
蕪
雑
亦
有
於
他
集
之
／
中
不
可
得
見
之
好
作
也

〈

明
治
三
十
六
九

月
念
八
夕
／

(

低格)

蘇
峰
学
人〉｣

、
中
略
、
第
十
冊
尾
同

｢

明
治
三
十
六

年
十
月
初
五
午
後
／
九
時
半
批
畢
於
青
山
艸
堂
矣
／
于
時
中
秋
明
月
在
天

一
碧
／
如
水
氷
輪
如
湧
真
個
／
十
年
無
此
好
中
秋
矣
／

(
低
三
格

)

蘇
峰
生

識
之｣

朱
識
、
第
二
冊
尾
左
辺
外

｢

明
治
三
十
七
年
六
月
十
一
夕
再
閲

蘇
峰
生｣

墨
識
を
存
す
。
毎
冊
首
に
牌
中
方
形
陽
刻

｢

蘇
峰
文
庫｣
、
単

辺
方
形
陽
刻
大｢�
富
／
猪
弌
郎
／
之
章｣

、
方
形
陰
刻｢

徳
冨
／
猪
印｣
、

楕
円
形
陰
刻

｢�
冨｣

、
単
辺
方
形
陰
刻

｢�
／
富

(

楷書)｣
｢

猪
／
一
郎

(

行書)｣

、
円
形
陰
刻

｢

菅
／
原
正
／
敬｣

、
毎
冊
尾
に
方
形
陰
刻

｢

菅
印
／

正
敬｣

、
単
辺
方
形
陽
刻

｢�
／
峰｣

、
牌
中
円
形
陽
刻

｢

蘇
峰
／
學
人｣

、

単
辺
円
形
陽
刻

｢

徳
富
／
猪
一
郎｣

朱
印
記
を
存
す
。

〈

西
尾
市
岩
瀬
文
庫

七
五
・
一
九〉

十
冊

江
戸
月
桂
寺
岡
了
允
旧
蔵

後
補
淡
縹
色
布
目
表
紙

(

二
七
・
八
×
一
九
・
〇
糎)

左
肩
双
辺
刷
枠
題

簽
を
貼
布
し

｢

聯
珠
詩
格

[
]

幾｣

と
書
す
。
改
糸
。
虫
損
修
補
、

[

天
地
截
断]

。
原
序
、
総
目
を
存
し
本
文
。
毎
冊
二
巻
。

毎
冊
尾
に
双
辺
方
形
陽
刻

｢

正
覺
山
／
月
桂
寺｣

朱
印
記
、
首
に
同

｢

傘

谿
岡
氏
／
了
允
架
藏

(

楷書)｣

朱
印
記
を
存
す
。
第
九
冊
首
に
紙
箋
を
夾

み

｢

此
冊
之
印
章
正
覺
山
／
月
桂
寺
ト
ア
リ
野
老
所
／
持
之
白
氏
文
集
モ

此
印
ア
リ
／
禅
寺
市
谷
大
久
保
ニ
ア
リ
テ
／
大
梵
刹
ナ
リ
シ
カ
八
九
年
前

／
失
火
シ
テ
一
山
コ
ト�
ク
焼
亡
ス
／
其
頃
散
失
セ
ル
ニ
ヤ
或
ハ
／
伽

藍
再
興
ニ
賣
却
セ
ル
ニ
ヤ
／
往�
此
印
書
ヲ
見
ル
コ
ト
ア
リ
／
イ
ツ
レ
モ

珍
書
ナ
リ｣

墨
識

(

末
行
の
み
剥
離)

を
存
す
。

〈

大
倉
集
古
館〉

五
冊

烏
丸
家
旧
蔵

淡
渋
引
表
紙

(

三
〇
・
〇
×
二
一
・
三
糎)

左
肩
打
付
に

｢

詩
格

〈

幾

幾〉｣
と
書
す
。
押
し
八
双
あ
り
。
五
針
眼
、
改
糸
。
原
序
、
総
目
を
存

し
本
文
。
毎
冊
四
巻
。

毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

烏
丸
文
庫｣

朱
印
記
を
存
す
。
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〈
国
会
図
書
館

鶚
・
三
八
二
六〉

五
冊

釈
元
政
手
沢

瑞
光
寺
川
口
刀
水
旧
蔵

黄
檗
染
艶
出
表
紙

(

二
八
・
四
×
二
〇
・
六
糎)

、
第
三
冊
後
は
後
補
香

色
卍
繋
牡
丹
唐
草
文
空
押
艶
出
表
紙
、
左
肩
打
付
に

｢

詩
格

〈

自
幾
至

幾〉｣

と
書
す
。
左
下
方
に
紅
箋
を
貼
布
し｢

刀
水
珍
蔵〈

茅〉｣

と
書
す
。

右
肩
鶚
軒
文
庫
蔵
書
票
貼
附
。
本
文
楮
打
紙
。
虫
損
修
補
。
原
序
、
総
目

を
存
し
本
文
。
毎
冊
四
巻
。

朱
竪
句
点
、
傍
圏
、
稀
に
返
点
、
連
合
符
、
送
仮
名
、
傍
点
、
標
圏
、
欄

上
行
間
墨
標
圏
、
標
校
補
注
書
入
。
縹
色
不
審
紙
。
毎
冊
首
並
に
目
首
、

巻
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

元
／
政｣

朱
印
記
、
首
冊
尾
並
に
第
五
冊
首
に

同

｢

艸
山
瑞
光
蘭
若｣

朱
印
記
、
目
首
並
に
毎
冊
首
に
同

｢

黄
龍
窟｣

朱

印
記
、
同

｢

刀
水
文
庫｣

(

川
口
刀
水
所
用)

朱
印
記
を
存
す
。
首
冊
前

見
返
し
詩
箋
を
貼
布
し

｢

精
選
唐
宋
千
家
聯
珠
詩
格

合
本
五
冊
／

深

草
之
元
政
律
師
舊
藏
本

(

中
略)

／
后
チ
高
松
東
濱
町
／
灘
波
鹿
泉
翁
／

藏
ス
ル
處
タ
リ

(

中
略)

／
故
ア
リ
此
書
冊
大
正
二
年
十
一
月
十
七
日
城

南
淀
川
樓
ニ
於
テ
競
賣
／
ニ
附
ス
書
林
成
文
堂
落
札
シ
テ
之
ヲ
獲
タ
リ
夜

ニ
入
リ
予
宅
ニ
携
／
来
ル
予
悦
テ
之
ヲ
収
藏
ス
／

(

中
略)

木
石
居
主
人

萬
誌｣

等
墨
識
、
旧
書
帙
裏
面
に
同
趣

｢

木
石
居
山
人
川
口
萬
誌｣

等
朱

識
を
存
す
。

右
の
他
、
長
澤
規
矩
也
氏
旧
蔵
の

｢

寛
永
九
刊｣

本
は
、
書
影
に
拠
る

限
り
同
種
と
思
わ
れ
る
。

同

闕
名
刪
注

朝
鮮
刊

(

甲
辰
字)

翻
甲
寅
字
刊
本

朝
鮮
朝
に
は
も
う
一
種
、
甲
辰
字
を
用
い
た
本
書
の
銅
活
字
刊
本
が
あ

る
。
甲
辰
字
本
は
、
前
掲
の
い
ず
れ
の
版
種
と
も
異
な
り
、
詩
篇
を
列
す

る
の
み
で
注
を
附
さ
な
い
、
無
注
の
本
文
を
有
す
る
。
但
し
、
推
定
さ
れ

る
于
氏
原
編
の

『

詩
格』

三
巻
と
は
異
な
り
、
蔡
氏
増
編
の
二
十
巻
か
ら

批
注
を
取
り
去
っ
た
形
で
あ
る
。
現
存
本
を
見
る
限
り
、
刊
行
の
年
次
は

明
ら
か
で
な
い
が
、
甲
辰
字
の
鑄
造
さ
れ
た
朝
鮮
成
宗
十
五
年

(

一
四
八

四)

か
ら
、
壬
辰
倭
乱

(

文
禄
の
役
、
一
五
九
二)

の
間
に
限
定
さ
れ

(�)

、

前
出
の
弘
治
十
五
年(

一
五
〇
二)

跋
刊
本
と
雁
行
し
、
本
邦[

江
戸
初]

刊
本
に
は
先
行
す
る
も
の
と
推
さ
れ
る

(

図
版
九)

。

先
ず
蔡
正
孫
序

(

第
一
張)

、
首
よ
り
本
文

｢(

上
略)

歳
庚
子
春
三
／
月

蒙
齋
野
逸
叟
蔡

〈

正
孫〉

粹
然
書
于
方
寸
地｣

。
毎
半
張
十
二
行
、
行
十

九
字
。

次
で
王
淵
済
序

(
第
二
張)

、
首
よ
り
本
文

｢(

上
略)

大�
己
亥
花
朝
玉

― 249 ―

���������������



淵
王

〈

淵
濟〉

道
了
敬
書
／
于
龍
湖
書
堂｣

。
款
式
同
前
、
以
下
同
じ
。

次
で
于
済
序

(

第
三
張)

、
首
よ
り
本
文

｢(

上
略)

徳
／
酉
孟
商
番
易
黙

齋
于

〈
濟〉
徳
夫

[

序]｣
([
]

内
刪
去
、
背
面
よ
り
貼
紙
訂
印)

。

次
で
総
目

(
九
張)

、
首
題

｢

精
選
唐
宋
千
家
聯
珠
詩
格�
目
／

(

低
七
格

)

�
番
易
黙
齋
于

〈
濟〉
徳
夫
／
建
安
蒙
齋
蔡

〈

正
孫〉

粹
然�
編
集

｣

、

次
行
一
格
を
低
し
て
巻
数
、
次
行
よ
り
二
、
十
格
を
低
し
て
編
目
を
標
す
。

巻
之
二
十

｢

用
後
身
字｣

に
至
る
。
尾
題
同
首
。

巻
首
題

｢

精
選
唐
宋
千
家
聯
珠
詩
格
巻
之
一

(

至
二
十)

／

(

低
七
格

)�
番

易
黙
齋
于

〈

濟〉

徳
夫
／
建
安
蒙
齋
蔡

〈
正
孫〉

粹
然�
編
集
／

四
句
全
對
格

(

墨
囲
陰
刻)

／

漫
興

(

隔
九
格

)
杜
工
部｣

、
次
行
よ
り
本
文
。

編
目
に
標
出
の
文
字
は
墨
囲
陰
刻
。
傍
点
、
傍
圏
附
印
。
毎
篇
改
行
。

巻
之
一

(

六
張)

四
句
全
對
格

―
起
聯
物
喩
物
對
格

巻
之
二

(

七
張)

後
聯
對
句
格

―
後
二
句
疊
字
相
貫
格

巻
之
三

(

八
張)

第
一
句
疊
字
格
―
第
四
句
貫
頭
兩
句
格

巻
之
四

(

一
〇
張)

用
只
今
字
格

―
用
如
何
字
又
格

巻
之
五

(

一
〇
張)

用
今
日
字
格

―
用
近
来
字
又
格

巻
之
六

(

一
〇
張)

用
須
臾
字
格

―
用
逢
人
字
格

巻
之
七

(

一
一
張)

用
自
字
格

―
用
無
情
字
格

巻
之
八

(

一
〇
張)

用
無
消
息
字
格
―
用
不
作
字
格

巻
之
九

(

九
張)

用
引
得
字
格

―
用
不
信
字
格

巻
之
十

(

一
二
張)

用
聞
説
字
格

―
用
偸
字
格

巻
之
十
一

(

一
一
張)

用
從
今
字
格

―
用
何
処
字
又
格

巻
之
十
二

(

一
三
張)

用
可
是
字
格

―
用
不
然
字
格

巻
之
十
三

(

一
〇
張)

用
只
合
字
格

―
用
不
見
字
格

巻
之
十
四

(

一
〇
張)

用
見
字
格

―
用
人
不
到
字
格

巻
之
十
五

(

九
張)

用
直
字
格

―
用
看
字
格

巻
之
十
六

(

一
〇
張)

用
吟
字
格

―
用
誤
字
格

巻
之
十
七

(

一
三
張)

用
留
得
字
格

―
用
不
用
字
又
格

巻
之
十
八

(

九
張)

用
分
付
字
格

―
用
辜
負
字
格

巻
之
十
九

(

一
二
張)

用
兩
自
字
格

―
用
枉
字
格

巻
之
二
十

(

九
張)

用
至
今
字
格

―
用
後
身
字
格

四
周
双
辺

(

二
〇
・
六
×
一
四
・
五
糎)

有
界
、
毎
半
張
十
一
行
、
行
十

九
字
。
甲
辰
字
。
版
心
小
黒
口
、
双
黒
魚
尾

(

対向)

間
題

｢

詩
幾｣

、
張

数
。
巻
尾
題

｢

精
選
唐
宋
千
家
聯
珠
詩
格
巻
之
一｣

等
、
大
尾
題

｢

精
選

唐
宋
千
家
聯
珠
詩
格
巻
之
二
十
終｣

。

該
本
に
は�々
料
紙
を
刪
去
し
、
背
面
よ
り
紙
片
を
貼
附
し
て
、
同
種

活
字
に
よ
っ
て
文
字
を
押
印
、
本
文
を
訂
補
し
た
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
修
訂
は
、
該
本
の
伝
存
が
乏
し
く
諸
本
に
一
貫
す
る
と
は
限
ら
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な
い
が
、
朝
鮮
朝
銅
活
字
本
の
常
例
と
し
て
、
印
出
後
頒
布
前
に
組
織
的

に
処
置
さ
れ
た
も
の
と
見
な
し
得
る
。
次
に
そ
の
箇
所
を
列
記
す
る
と
、

巻
二
第
三
張
前
半
第
七
行

(

以
下

｢

二
―
三
前
七｣

等
と
表
記)

｢

殘

[

雪
擁
籬]
根｣

([
]

内
訂)

、
四
―
五
後
十
一

｢

豈

[

不
好]

笑｣

、

五
―
三
後
五

｢[
何]
應
龍｣

、
八
―
八
後
三
首
二
句
傍
点
刪
去

(

同
様
の

例
夥
し
、
下
略)

、
十
―
四
後
八

｢

夜

[

夢

(

墨
囲
陰
刻)]

中｣

、
十
三
―
七
後

六

｢

拳

[

施]

桃｣

、
十
九
―
十
後
八

｢

日

[

□

(

貼
紙
欠

)]

門｣

等
で
あ

る
。該

本
に
つ
い
て
、
詩
篇
の
み
の
校
合
か
ら
も
、
朝
鮮
諸
本
に
共
通
の
異

同
を
呈
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
例
え
ば
上
に
、
本
邦

[

南
北
朝]

刊
本
と
比
較
し
て
、
朝
鮮
明
弘
治
十
五
年
跋
刊
本
、[

江
戸
初]

刊
本

(

以
下

｢

江
本｣

と
仮
称
す
る)

両
者
共
有
の
文
字
に
よ
っ
て
同
本
を
訂

し
得
る
所
、
ま
た
南
本
に
対
し
弘
江
両
本
に
共
通
し
て
誤
文
を
有
す
る
所

は
、
該
本
に
も
同
じ
文
字
を
有
す
る
か
ら
、
や
は
り
同
じ
く
甲
寅
字
本
系

統
の
本
文
と
見
ら
れ
る
。
一
方
、
同
系
内
で
比
較
す
る
と
、
弘
本
目
―
六

前
三

｢

用
無
限
字｣

を
、
該
本
に
は

｢

無
恨｣

に
誤
り
、
三
―
三
前
七
・

王
荊
公

｢

夜
直｣

結
句

｢

月
移
花
影
上
闌
干｣

を

｢

上
欄
干｣

に
作
り
、

四
―
二
十
七
後
九
・(

蔡)

蒙
斎

｢

春
暮｣

転
句

｢

千
紅
萬
紫
都
狼
籍｣

を

｢

都
狼
藉｣

に
作
り
、
十
―
三
前
六

｢

長
至｣

篇
作
者
名

｢

湖
古
潭｣

を

｢

胡
古
潭｣

に
作
り
、
十
―
十
前
三
・
宋
梅
澗

｢

春
晩｣

起
句

｢

小
麥

収
花
太
麥
肥｣

を

｢

大
麥
肥｣

に
作
り
、
十
五
―
十
一
前
八

｢

酒
醒｣

篇

作
者
名

｢

陸
亀
蒙｣

を

｢

六
龜
蒙｣

に
誤
る
等
、
該
本
特
有
の
異
文
が
認

め
ら
れ
る
。｢

無
恨｣

｢

六
龜
蒙｣

等
は
単
純
な
、
字
形
字
音
の
相
似
相
同

に
よ
る
誤
字
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
他
、
南
本
と
共
通
、
ま
た
は
諸
本
と

対
立
す
る
正
文
は
、
古
形
を
存
す
る
か
、
或
い
は
独
自
の
改
正
に
よ
っ
て

古
形
に
合
致
し
た
か
、
両
様
の
推
定
が
成
り
立
つ
。
ま
た
該
本
の
用
字
を
、

字
体
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
見
渡
す
と
、
や
は
り
弘
本
に
つ
い
て
例
証
し
た
、
甲

寅
字
本
系
統
の
用
法
と
確
認
さ
れ
る
。
た
だ
同
系
内
で
比
較
す
る
と
、
完

全
に
は
徹
底
し
な
い
も
の
の
、｢

来｣
｢

曽｣
｢

随｣
｢�｣

｢

峡｣

の
略
字

俗
字
を
、｢

來｣
｢

曾｣
｢

隨｣
｢

昏｣
｢

峽｣

と
正
字
に
、
弘
江
両
本
に
訂

さ
れ
て
い
た

｢

冰｣
｢

恥｣

の
正
字
を
、｢

氷｣
｢

耻｣

と
俗
字
に
作
る
等
、

該
本
に
特
有
の
傾
向
も
見
出
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
甲
辰
字
運
用
の
規
範
が

働
い
た
と
考
え
ら
れ
る
一
方
で
、
俗
字
の
残
存
は
、
古
形
を
訂
さ
な
か
っ

た
も
の
と
も
解
し
得
る
。
以
上
を
踏
ま
え
、
同
系
中
の
諸
版
と
の
関
係
を

考
え
る
と
、
弘
本
江
本
相
互
に
特
異
の
本
文
を
、
該
本
と
共
有
す
る
例
は

認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
弘
本
や
江
本
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
基
づ
く
可
能
性

は
乏
し
く
、
江
本
は
恐
ら
く
該
本
よ
り
後
出
で
あ
っ
て
、
そ
の
可
能
性
は

一
層
淡
い
。
従
っ
て
、
該
本
の
底
本
も
元
の
甲
寅
字
本
と
い
う
こ
と
に
な
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���������������



り
、
甲
寅
字
残
本
に
徴
す
る
限
り
、
そ
う
考
え
て
矛
盾
が
な
い
。
該
本
は

無
注
で
あ
る
か
ら
、
甲
寅
字
本
二
種
の
う
ち
、
単
注
本
か
ら
蔡
氏
批
注
を

除
い
た
の
か
、
増
注
本
か
ら
蔡
氏
批
注
と
徐
氏
増
注
と
を
刪
去
し
た
の
か
、

俄
か
に
判
じ
難
い
が
、
覆
刻
増
注
甲
寅
字
本
二
種
と
対
立
す
る
文
字
を
含

む
か
ら
に
は
、
単
注
本
の
形
に
基
づ
く
こ
と
も
考
え
得
る
で
あ
ろ
う
。
た

だ
現
在
、
甲
寅
字
本
二
種
の
本
文
を
十
全
に
比
較
す
る
こ
と
は
叶
わ
な
い

か
ら
、
そ
う
断
定
す
る
こ
と
は
差
控
え
た
い
。

甲
辰
字
本
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
二
本
を
録
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

〈

国
会
図
書
館

Ｗ
Ａ
三
六
・
一
〇〉

二
冊

釈
閑
室
元
佶
手
沢

円
光
寺
旧
蔵

後
補
淡
渋
引
表
紙

(

三
一
・
〇
×
一
九
・
八
糎)

右
肩
打
付
に

｢

結｣

と

書
す
。
左
肩
打
付
に
別
筆
に
て

｢

唐
宋
千
家
聯
珠
詩
格

乾
(

坤)｣

と

書
す
。
そ
の
右
傍
、
又
別
筆
に
て

｢

従
家
康
公
拜
領

[
]

閑
室
元
佶｣

と
朱
書
す
。
改
糸
。
本
文
白
紙
。
虫
損
修
補
。
毎
冊
前
副
葉
、
そ
の
前
半

左
肩
さ
ら
に
別
筆
に
て

｢

聯
珠
詩
格

上｣

と
書
す
。
原
序
、
総
目
を
存

し
本
文
。

上
冊
の
み[

江
戸
前
期]

朱
筆
に
て
竪
傍
句
点
、
同
朱
墨
返
点
、
連
合
符
、

音
訓
送
仮
名
、
行
間
片
仮
名
交
り
補
注
書
入
。
巻
一
の
み
別
墨
返
点
、
音

訓
送
仮
名
、
行
間
欄
外
補
注

(

稠
密)

書
入
、
縹
色
不
審
紙
を
存
す
。
毎

冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

瑞�
圓
光
／
禪
寺
藏
書

(

隷書)｣

朱
印
記
、
毎

冊
尾
に
家
形

｢(

上層)

敬

(

陰刻)

・(

下層)

復
／
齋

(

双
辺
陽

刻
有
界)｣

墨
印
記
。
上

冊
尾
に

｢

洛
東
圓
光
禅
寺
常
什

〈

右
邊
墨
印
／
即
閑
室
和
尚
也〉｣

墨
識

あ
り

(�)

。

〈

延
世
大
学
校
中
央
図
書
館

貴
七
九
六
／
八
一
二.

一
三〉

一
冊

存
巻
十
二
至
二
十
首
尾
欠

後
補
丁
子
染
艶
出
表
紙

(

二
五
・
四
×
一
八
・
四
糎)

左
肩
打
付
に

｢

聯

珠
詩

[

格]｣

と
大
書
す
。
右
肩
よ
り
別
筆
に
て

｢

甲
子
夏
六
改
装
／
聯

珠
詩

[

格]

合
部｣

と
書
す
。
四
針
眼
。
前
見
返
し
詩
草
、
又
別
筆
に
て

｢

甲
子
夏
之
六
月
之
八
改
衣
装｣

と
書
す
。
首
一
張
、
巻
十
三
第
九
張
以

下
、
巻
十
八
第
九
張
以
下
、
巻
十
九
第
十
一
張
、
巻
二
十
第
八
張
以
下
欠
。

巻
十
三
首
匡
郭
二
〇
・
八
×
一
四
・
五
糎
。

墨
破
損
部
鈔
補
、
欄
上
標
圏
、
標
点
書
入
。
巻
十
二
第
三
張
前
半
、
巻
二

十
張
第
六
張
後
半
に
単
辺
方
形
陽
刻
不
明
墨
印
記
を
存
す
。

上
記
を
総
合
す
る
と
、
本
書
の
元
版
か
ら
派
生
し
た
本
邦

[

南
北
朝]

刊
本
と
、
朝
鮮
朝
の
甲
寅
字
刊
本
を
根
元
と
す
る
覆
刻
本
類
と
は
、
そ
れ
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ぞ
れ
別
個
の
系
統
を
成
し
、
建
安
蔡
氏
編
刊
の
大
徳
四
年
頃
初
刻
本
の
原

貌
を
窺
う
上
か
ら
は
、
両
者
を
勘
案
す
る
必
要
が
あ
る
。[

南
北
朝]

刊

本
の
系
統
は
、
版
本
と
し
て
は
孤
立
し
て
い
る
が
、
日
本
の
旧
鈔
本
中
に

は
、
並
行
関
係
に
当
た
る
元
刊
本
伝
写
本
が
見
出
さ
れ
、
あ
る
程
度
、
翻

刻
の
誤
り
を
是
正
し
得
る
。
一
方
、
朝
鮮
本
の
系
統
は
、
款
式
用
字
等
の

検
討
か
ら
、
両
種
の
甲
寅
字
本
を
画
期
と
す
る
こ
と
は
容
易
に
判
明
す
る

が
、
甲
寅
字
単
注
本
と
そ
の
覆
刻
本
、
甲
寅
字
増
注
本
の
三
者
は
、
残
本

の
み
の
伝
来
で
、
全
編
を
対
校
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
よ
っ
て
全
存
す

る
甲
寅
字
増
注
本
の
覆
刻
本
二
種
を
以
て
底
本
の
姿
を
再
構
し
、
先
行
諸

本
を
そ
の
前
段
階
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
次
善
の
策
と
見
な
さ
れ
る
。
そ

し
て
実
際
に
、
朝
鮮
明
弘
治
十
五
年
跋
刊
本
、
日
本

[
江
戸
初]

刊
本
の

覆
版
二
種
を
校
合
し
、
甲
寅
字
残
本
と
も
比
較
し
て
み
る
と
、
後
者
の
方

が
底
本
に
近
い
が
、
や
は
り
相
応
の
誤
刻
と
、
意
改
の
疑
わ
れ
る
箇
所
が

認
め
ら
れ
、
相
互
に
照
合
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
関
係
と
判
明
し
た
。

加
え
て
甲
辰
字
刊
本
も
、
詩
篇
の
み
な
が
ら
同
根
の
本
文
で
あ
り
、
校
勘

に
益
す
る
点
が
あ
る
。
そ
う
し
た
理
解
に
立
っ
て
、[

南
北
朝]

刊
本
と
、

甲
寅
字
本
系
覆
刻
本
の
対
校
を
試
み
れ
ば
、
前
者
は
款
式
や
字
体
字
様
に

も
古
形
を
止
め
、
活
字
翻
印
に
よ
る
整
理
を
経
な
い
本
文
を
有
す
る
が
、

惜
し
い
こ
と
に
翻
刻
の
粗
雑
な
箇
所
が
多
く
、
本
文
の
理
解
を
妨
げ
る
こ

と
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
点
で
甲
寅
字
本
系
統
の
本
文
は
、
徐
居
正
の
注

解
校
正
を
経
て
、
読
み
易
く
整
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
利
点
が
大
き
い
。

但
し
翻
印
整
理
の
行
き
過
ぎ
る
所
も
、
蔡
氏
批
注
等
に
は
や
や
多
く
見
出

さ
れ
る
か
ら
、
特
に
注
意
が
必
要
と
な
る
。
つ
ま
り
、
原
形
を
知
る
た
め

に
は

[

南
北
朝]

刊
本
を
基
礎
と
し
て
、
甲
寅
字
本
系
統
の
本
文
を
合
わ

せ
見
る
方
法
に
、
本
文
を
読
解
す
る
上
か
ら
は
、
覆
甲
寅
字
本
、
ど
ち
ら

か
と
言
え
ば

[

江
戸
初]

刊
本
を
基
礎
と
し
て
、
古
本
を
勘
案
す
る
方
法

に
便
宜
が
あ
る
。
ま
た
も
と
よ
り
、
本
書
受
容
の
詳
細
な
情
況
を
知
る
た

め
に
は
、
個
々
の
版
種
、
一
々
の
伝
本
を
検
討
す
る
作
業
が
欠
か
せ
な
い
。

上
記
を
図
示
す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。(

不
全
本
に
は
×
号
を

冠
し
た
。

は
覆
刻
、
…
は
依
拠
関
係
を
示
す)

。

[

南
北
朝]

刊
本

(

×
文
安
元
年
伝
写
元
刊
本)

×
朝
鮮
甲
寅
字
刊
単
注
本

×
朝
鮮
刊
本

×
朝
鮮
甲
寅
字
刊
増
注
本

朝
鮮
明
弘
治
十
五
年
跋
刊
本

[

江
戸
初]

刊
本

…

朝
鮮
甲
辰
字
刊
本
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最
後
に
、
近
世
の
日
本
に
於
け
る
本
書
流
布
本
の
成
立
に
つ
い
て
触
れ

た
い
。
室
町
期
ま
で
、
本
書
の
元
刊
本
も
し
く
は

[

南
北
朝]

刊
本
系
統

に
よ
る
単
注
本
の
受
容
に
止
ま
っ
て
い
た
日
本
で
は
、
文
禄
慶
長
の
役

(

一
五
九
二
、
七)

を
画
期
と
し
て
、
朝
鮮
刊
本
、
殊
に
徐
居
正
増
注
本

の
受
容
が
広
が
っ
た
。
現
在
ま
で
朝
鮮
明
弘
治
十
五
年
跋
刊
本
、
朝
鮮
甲

辰
字
刊
本
の
伝
来
が
認
め
ら
れ
た
他
、
寛
永
九
年
以
前

[

江
戸
初]

刊
本

が
、
両
者
と
同
じ
く
朝
鮮
甲
寅
字
刊
本
を
底
本
と
し
て
、
徐
氏
校
注
の
優

良
な
本
文
を
流
布
さ
せ
た
。
し
か
し
日
本
で
の
本
書
の
普
及
に
つ
き
、
さ

ら
に
一
層
の
広
が
り
を
実
現
し
た
の
は
、
覆
甲
寅
字
版
の
款
式
を
改
め
、

附
訓
を
施
し
た
新
版
で
あ
る

(�)
。
恐
ら
く
は
寛
永
年
間
に
出
版
さ
れ
た
こ
の

増
注
附
訓
本
の
他
、
江
戸
前
期
に
は
延
宝
三
年

(
一
六
七
五)

刊
行
の
巾

箱
本
等
、
刪
注
附
訓
の
上
、
平
仄
と
韻
目
を
附
し
、
よ
り
強
く
実
作
へ
の

応
用
を
意
識
し
た
版
本
も
出
さ
れ
る
。
大
略
、
朝
鮮
朝
由
来
の
該
博
詳
細

な
徐
注
を
拠
り
所
と
し
て
受
容
が
為
さ
れ
た
、
と
言
え
る
け
れ
ど
も
、
但

し
江
戸
前
期
頃
ま
で
の
鈔
本
を
見
れ
ば
、
室
町
以
前
か
ら
続
く
、
蔡
氏
批

注
の
み
に
依
拠
し
た
受
容
も
命
脈
を
絶
っ
て
お
ら
ず
、
詩
篇
と
批
評
と
の

繋
連
や
、
批
注
自
体
が
古
形
を
保
っ
て
い
た
一
面
の
あ
る
こ
と
も
注
意
さ

れ
て
よ
い
。
江
戸
中
期
、
盛
唐
詩
受
容
の
流
行
期
を
夾
ん
で
、
文
化
元
年

(

一
八
〇
四)

に
江
戸
で
刊
行
さ
れ
た
大
窪
詩
仏
校
訂
本
は
、
そ
う
し
た

単
注
本
を
中
心
に
増
注
諸
本
を
校
合
し
た
形
で
あ
り
、
さ
ら
に
こ
れ
を
踏

ま
え
天
保
二
年(

一
八
三
一)

に
京
で
出
版
さ
れ
た
貫
名
海
屋
校
訂
本
は
、

反
対
に
朝
鮮
伝
来
本
を
核
と
し
て
増
注
本
の
普
及
を
図
っ
て
お
り

(�)

、
江
戸

後
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
は
、
こ
の
対
照
的
な
二
種
を
軸
と
し
て
、
さ
ら

に
一
段
の
流
行
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
本
稿
に
取
り
上
げ
た
旧
刊
諸
本
を
元
に
、
近
世
の

流
布
本
が
形
成
さ
れ
、
受
容
を
喚
起
し
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
冒
頭

に
も
記
し
た
よ
う
に
、
そ
の
詳
細
を
述
べ
る
準
備
が
今
は
な
い
。
ま
ず
何

よ
り
も
諸
本
の
欠
を
補
う
足
本
の
捜
索
と
、
本
稿
で
触
れ
得
な
か
っ
た
旧

鈔
本
の
詳
細
な
研
究
、
江
戸
時
代
諸
版
の
厖
大
な
諸
伝
本
を
な
る
べ
く
多

く
閲
し
た
後
に
、
本
書
と
日
本
漢
学
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

[

注]

(

１)

後
出

(

二
四
七
頁)

本
の
識
語
に
基
づ
い
て
、
私
に
句
読
を
加
え
た
。
な

お
蘇
峰
の

『

読
書
九
十
年』

に
は
、
本
書
へ
の
言
及
は
見
ら
れ
な
い
。

(

２)

神
戸
市
立
中
央
図
書
館
吉
川
文
庫
に
蔵
す
る
本
書
の
文
化
元
年
刊
本

(

五

冊
、
集
Ⅲ
・
六
・
一
〇)

を
見
る
と
、
氏
の
本
書
閲
読
の
痕
跡
を
窺
う
こ
と

が
で
き
る
。

(

３)

以
下
本
稿
の
全
編
に
渉
っ
て
卞
氏
著
書
を
参
照
し
た
。
特
に
本
文
の
考
証
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に
つ
い
て
は
、
逐
一
記
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
同
書
に
拠
る
所
が
少

な
く
な
い
。

(

４)
曽
子
良
の
伝
は

『

隠
居
通
義』

巻
十
五
、『(

弘
治)

撫
州
府
志』

巻
二
十

二
等
に
よ
る
。

(

５)

蔡
氏
著
作
の
う
ち

『

詩
林
広
記』

は
、
元
明
版
を
遺
存
し
て

｢

欽
定
四
庫

全
書｣

に
も
収
め
る
が
、『

東
坡
和
陶
詩
話』

は
、『

聯
珠
詩
格』

序
の
首
に

｢

陶
蘇
詩
話｣

と
録
す
る
の
み
で
佚
書
と
見
ら
れ
て
い
た
も
の
を
、
近
時
、

金
程
宇
氏
が

｢

高
麗
大
学
所
蔵

『
精
刊
補
注
東
坡
和
陶
詩
話』

及
其
価
値｣

(｢

文
学
遺
産｣

二
〇
〇
八
年
第
五
期)
中
に
、
韓
国
高
麗
大
蔵
本
を
紹
介
、

そ
の
内
容
を
報
告
さ
れ
た
。

(

６)

本
書
の
王
淵
済
序
に

｢

淵
濟
於
蒙
翁
生
後
二
十
年｣

と
あ
る
。
魏
天
応
と

の
交
渉
に
つ
い
て
は
、
卞
氏

『

校
証』

解
題
中
に
、
本
書
と

『

詩
人
玉
屑』

と
の
関
係
に
即
し
て
詳
説
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
本
書
中
に
知
ら
れ
る
蔡
正
孫

交
流
の
者
は
、
他
に

｢

薛
深
道｣

(

巻
三

｢

梅
邊
酌
月｣)

、｢

陳
氏｣

(
巻
七

｢

訪
友
人
不
遇｣)

、｢

陸
君
是｣

(

巻
九

｢

贈
陸
君
是｣)

、｢

李
穉
芳｣

(

巻
十

一

｢

訪
僧�
茗
而
去｣)

、｢

唐
君
疇｣

｢

林
筆
峯｣

｢

趙
君
秀｣

(

巻
十
二

｢

星

夕
會
友｣)

、｢

王
秋
江｣

(

巻
十
五

｢

寄
訊
王
秋
江｣)

、｢

呉
兩
岩｣

｢

其
弟
省

齋｣
(

巻
十
九

｢

同
山
無
燕｣)

。
こ
の
中
の
王
秋
江
に
つ
い
て
も
、
卞
氏

『

校
証』

附
録
二

｢『

唐
宋
千
家
聯
珠
詩
格』

所
選
宋
代
詩
人
叢
考｣

中
に
言

及
が
あ
る
。

(

７)

序
中
の
本
文
八
種
を
現
存
本
に
引
当
て
る
と
、
元
刻
本
は
所
在
不
明
。
緑

陰
茶
寮

(

山
本
緑
陰
蔵)

朝
鮮
本
は
、
本
稿
に
挙
げ
た
い
ず
れ
の
種
類
か
不

明
。
平
安
翻
刻
元
版
本
は

[

南
北
朝]

刊
本

(

五
山
版)

。
朝
鮮
版
翻
刻
本

は

[

江
戸
初]

刊
本

(

覆
甲
寅
字
版)

、
活
字
本
は
、
朝
鮮
朝
の
甲
寅
字
本

(

二
種)

か
甲
辰
字
本
か
不
明
。
正
徳
本
は
、
文
化
元
年
版
の
本
文
欄
上
の

校
語
を
見
る
と
、
恐
ら
く
は
正
保
本
の
誤
り
で
、
こ
れ
は
寛
永
頃[

江
戸
初]

刊
行
附
訓
の
正
保
三
年
吉
野
屋
権
兵
衛
修
本
。
巾
箱
本
と
別
版
巾
箱
本
は
、

延
宝
三
年
刊
本
も
し
く
は
刊
年
不
明
の

[

江
戸
中
期]

刊
本
等
で
あ
ろ
う
。

(

８)

同
篇
は

『

韓
内
翰
別
集』

及
び

『

全
唐
詩』

巻
六
百
八
十
一
に

｢

自
沙
縣

抵
龍

〈

一
作
尤〉

溪
縣
、
値
泉
州
軍
過
後
、
村
落
皆
空
。
因
有
一
絶

〈

此
後

庚
午
年〉｣

、『

三
体
詩』

に

｢

尤
溪
道
中｣

の
題
目
を
冠
す
る
。

(

９)
｢

狼
藉｣

と

｢

狼
籍｣

の
如
く
、
元
来
別
字
で
あ
っ
て
も
、
本
文
内
で
の

運
用
上
、
同
種
異
体
字
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
ら
し
い
字
も
あ
る
が
、
一
般

に
慣
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
別
字
と
見
な
し
た
。

(��)
『

山
谷
詩
集』

巻
十
三
、『

山
谷
詩
集
注』

巻
十
三
等
の
本
集
に

｢

姪�
隨

知
命
舟
行｣

篇
を
収
め
、
題
下
自
注
に

｢�
字
惟
深
、
小
字
韓
十
。
知
命
第

二
子｣

と
あ
る
。

(��)
『

岩
崎
文
庫
貴
重
書
解
題
Ⅰ』

著
録
。
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(��)
島
田
家
蔵
書
が
蘇
峰
の
手
に
渡
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
蘇
峰
自
身
の

『

読

書
九
十
年』

(

一
九
五
二
、
講
談
社)

、
ま
た
川
瀬
一
馬
氏

『

日
本
に
お
け
る

書
籍
蒐
蔵
の
歴
史』

(

一
九
九
九
、
ぺ
り
か
ん
社)

に
詳
し
い
。

(��)
『

攷
事
撮
要』

冊
板
目
録
を
見
る
と
、
全
羅
道
羅
州
と
慶
尚
道
慶
州
の
項

に
そ
れ
ぞ
れ

｢
聯
珠
詩
格｣

と
あ
る
が
、
慶
州
の
著
録
は
後
掲
の
版
本
に
該

当
し
て
い
る
た
め
、
積
極
的
徴
証
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
本
版
は
羅
州
刊

本
に
当
た
る
可
能
性
が
あ
る
。

(��)
該
本
の
巻
十
七
の
末
尾
に

｢
同
接

遠
客
終
日
晩
／
同
録

(

隔
四
格

)

同

接
録
／

(

低
三
格

)

同
録

朴
景
仁
／

同
録

姜
彦
渡

李
孝
仲
／

(

低
六
格

)

潘
左
寶
／
春
風
桃
李
花
開�
李
彦
明
／
應
聖�
／

(

低
六
格

)

姜
巖｣

と
、
朝

鮮
朝
の
文
事
を
伝
え
る
墨
付
が
あ
る
。

(��)
『

国
立
中
央
図
書
館
善
本
解
題
Ⅰ』

著
録
。

(��)
例
証
の
煩
雑
さ
、
文
本
と
の
比
較
の
便
宜
を
考
え
、
挙
例
は
巻
四
ま
で
に

止
め
る
。
南
本
と
は
全
編
校
合
を
加
え
た
が
、
傾
向
に
於
い
て
巻
四
ま
で
に

異
な
る
点
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

(��)

直
前
の
作
者
は

｢

東
坡｣

に
作
る
が
、
該
篇
は

『

劉
後
村
先
生
大
全
集』

巻
十
に
見
え
る
。
同
集
結
句
は

｢

不
似
葵
花
識
太
陽｣

に
作
る
。

(��)
『

秋
崖
先
生
小
稿』

巻
二

｢

雪
後
梅
邊｣

詩
之
七
に

｢

爲
予
冩
作
百
梅
圖｣

に
作
る
。

(��)

字
体
の
正
俗
と
は
、
一
応
後
世
の『

康
煕
字
典』

を
基
準
と
し
て
述
べ
る
。

も
と
よ
り
便
宜
上
の
措
置
に
過
ぎ
な
い
が
、
幾
ば
く
か
の
特
色
は
示
せ
る
も

の
と
考
え
た
い
。

(��)

該
本
旧
蔵
者
の
著
録
は
、
延
世
大
学
校
中
央
図
書
館
金
永
元
氏
の
教
示
に

拠
る
。

(��)
朴
現
圭
氏
編

『

台
湾
公
蔵
韓
国
古
書
籍
聯
合
書
目』

(

一
九
九
一
、
文
史

哲
出
版
社)

、
藤
本
幸
夫
氏

『

日
本
現
存
朝
鮮
本
研
究』

集
部

(

二
〇
〇
六
、

京
都
大
学
学
術
出
版
会)

著
録
。

(��)
『

米
澤
善
本
の
研
究』

(

一
九
五
八
、
市
立
米
沢
図
書
館)

に
、
朝
鮮
刊
本

と
著
録
す
る
。

(��)
校
注
引
文
を
見
る
と
、
文
化
元
年
刊
行
の
大
窪
詩
仏
校
本
の
標
注
に
合
致

す
る
。

(��)
当
室
カ
ー
ド
、
当
学
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
上
に
朝
鮮
刊
本
と
録
す
る
。

(��)
『

北
京
大
学
古
籍
善
本
書
目』

に
朝
鮮
刻
本
と
録
す
る
。
注

(

３)

卞
氏

著
書
解
題
中
に
紹
介
の
朝
鮮
刻
本
も
或
い
は
同
本
で
あ
ろ
う
か
。

(��)
『

国
立
中
央
図
書
館
善
本
解
題
Ⅰ』

著
録
。

(��)
注

(��)
藤
本
氏
著
書
に
、
該
本
に
つ
い
て

｢

中
宗
明
宗
間｣

(

一
五
〇

六
〜
六
七)

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
そ
の
刊
地
も

｢

漢
陽
校
書
館｣

と

さ
れ
、
併
せ
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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(��)
沈�
俊
氏

『

日
本
訪
書
志』

著
録
。
ま
た
注

(�)
藤
本
氏
著
書
参
照
。

(��)
こ
の
版
本
は
、
後
の
正
保
三
年

(

一
六
四
六)

に
京
の
書
肆
吉
野
屋
権
兵

衞
が
修
刻
し
、
再
印
し
た
本
が
流
布
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、�々
正
保
三
年

刊
本
と
誤
認
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
日
光
山
輪
王
寺
天
海
蔵
、
斯
道
文
庫
等

に
蔵
す
る
無
刊
記
未
修
本
の
存
在
か
ら
、
寛
永
二
十
年

(

一
六
四
三)

の
天

海
示
寂
以
前
の
刊
行
、
正
保
三
年
修
印
と
見
ら
れ
る
。

(��)
同
本
の
貫
名
海
屋
の
序
に

｢�
有
江
戸
近
刻
本
、
而
惜
乎
刮
去�
注｣

と

す
る
点
は
、
必
ず
し
も
従
前
の
経
緯
を
反
映
し
て
い
な
い
。

[

附
記]

本
稿
は
平
成
二
十
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
に
基
づ
く
特
定
領
域
研

究

｢

東
ア
ジ
ア
の
海
域
交
流
と
日
本
伝
統
文
化
の
形
成
―
寧
波
を
焦
点
と
す
る
学
際

的
創
生
―｣

詩
文
受
容
班
・
計
画
研
究

｢

五
山
文
学
に
お
け
る
宋
代
詩
文
の
受
容
と

展
開
―
詩
文
集
の
注
釈
と
詩
話
を
中
心
に
―｣

に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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図版一
文安元年写　伝写元刊本・江応元序末並巻首　慶應義塾図書館蔵
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図版三
〔南北朝〕刊本・蔡正孫序首　国立公文書館蔵

同・巻首　同

図版二
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図版四

図版五
朝鮮刊　覆甲寅字刊単注本・巻十二首　延世大学校中央図書館蔵　

朝鮮甲寅字刊　増注本・巻二十首　高麗大学校中央図書館華山文庫蔵
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図版七
　　　　　　　　　　　　　　　高麗大学校中央図書館晩松文庫蔵

朝鮮明弘治十五年跋刊　覆甲寅字刊増注本・巻首

同・安琛跋尾　延世大学校中央図書館蔵

図版六
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図版八

図版九
朝鮮甲辰字刊　刪注本・巻首　国会図書館蔵

〔江戸初〕刊　覆朝鮮甲寅字刊増注本・巻首　慶應義塾大学斯道文庫蔵
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図版十
〔江戸初〕刊　覆朝鮮甲寅字刊増注本・巻尾　慶應義塾大学斯道文庫蔵

図版十一
同　寛永九年印本・同　大倉集古館蔵
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